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は じ め に

昭和51年 度 を顧み て,一 般研究費の引 き続 く伸び悩み と,事 業管理費の実質的な増

大が,研 究費 を著 く圧迫 した。その中でr東 大寺修二会の構成 と所作』中)(芸 能 の

科学7)の 大冊が予定通 り刊行 された ことに敬意を表 したい。

方針 と して研究の重点 を特別研究に移す と同時に科学研究費の獲得に鉾 先を向けざ

るを得なか った。特別研究については,「 浄土教関係の文 化財 に 関す る総 合的 研究」

(4力 年間継続)の 第3年 度を推進す る一方でr軸 装等の保存 及び修復 に 関す る科学

的研究」(3力 年間継続)を 終了 して,報 告書 「表具の科学」 を刊行 した。本書 は 世

界で高 く評価 されてい る我が国の表具の伝統的 修理技 術を初めて科学的 に解 明す ると

ともに,軸 装及び額装の保存環境について も研究 を 発展 させ てい る点 で 注 目され よ

う。

一方 日本学術会議の勧告に基づいて,文 部省 は昭和51年 度か ら科学研究費で 特定

研究 としてr白 然科学の手法に よる遺 跡 ・古文化財等 の 研究」(3力 年間継続)を 主

題 として取 り上げた ことは,文 化 財の科学的研究 につ いて全国か ら研究所 ・大学 の研

究者の参加を縛て,学 際的 研究を推進す る新 しい試み であ った。当研究所 も独 自の立

場で これに参加 した。

科学研究費は都合9件5千 万 円余 と大幅に増額 され た。その中で 「戦後におけ る日

本 ・東洋美術史の発達に関す る研究」 に関 しては関 係学術論文を カー ド化 しこれを分

類 し,情 報索 引するためにカー ド・セ レクターを設備 した。 また 「同位体分析に よる

古文化財の研究」 に必要 な高価な質量分析計 も購入で きた ことは研究の高度化を期待

しえ るとして感謝 に堪 えない。

最後 に久 しく懸案 であ った情報資料部の新設が,美 術部資料室を昇格 させ る形で,

昭和52年 度 で認 められ,古 い写場 ・暗室及び車庫を取 りこわ し,写 真資料研究棟を新

築 す るこ とが決定 した こ とを付記す る。

昭 和52年8月

東京国立文化財研究所長 関 野 克
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1沿 革
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◎

1設 立 の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の前身 であ り母胎 とな った

ものは,昭 和5年 に創設 され た帝国美 術院附属美 術研究所 である。

この美術研究所は,大 正13年7月,故 帝 国美 術院 長子爵黒 田清輝 の遺言 に より美術

奨 励事業のために出摘 した資金で遺言執行 人が選択 決定 した事業 であ る。 すなわ ち遣

言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志 に したが って この資金 で行 うべ き事業の

選 定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野 伯爵は帝 国美 術院長福原錬二郎 及び東京美術学

校 長正木直彦 とはか って諸方 面の意見 を徴 し,ま た我が国美術上 の必要に照 らして次

の 事業 を行 うこ とと した。

(1}美 術に関 する基礎的調 査研究機関 として美術研究所を設け ること。

② 黒 田子 爵の作 品を陳列 して同子爵の功績を記念する こと。

(3)前 二項 の 目的 を達す るために適当な建 物を造営する こと。

(4)事 業成立 の うえは一切 これを政府に寄 附す ること。

2年 表

昭 和 元 年12月 前記の事業 を遂行す るため委員会が設置 され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長 に就任 し,美 術研究所 事業について東京美 術学校 教授矢代幸雄,黒 田

子爵作品陳列について東京美術学校教 授久米桂一郎 ・同岡田三郎 助 ・同和 田英作 ・

同藤島武二及び大給近清,建 築造営 について東京美術学校教授 岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打田伝吉を各委員 として事 務を分掌進行 させ た。

昭和2年2月 美 術研 究所 準備事業 を開始 した。

同 年10月 東 京市 上野 公園内に鉄筋 コ ン ク リ ー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192ガ の建 物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記の建物が竣工 したの で,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図

書 ・写真等の研究 資料 を設備 し,ま た館内に黒 田子爵記念室を設け,同 子爵の作品
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を陳列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研 究資 料等一切 の外に

金15万 円をそえて帝国美術院長に寄附 を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝 国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所 の主事 に補せ られた。

同 年10月17日 美 術研 究所開所式 を挙行 した。

同7年1月 美 術研 究所 の研究成果 発表機関誌 として,定 期刊行物 「美術研究」

を創 刊 した。

同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社 よ り明治大正美術史編纂費 として本年か ら向 う

5ケ 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円 を 帝国美術院に 寄附 したい との 申出があ っ

た。

同 年5月26日 帝国美術院は この申出を受理 した。

明治大正美術史編纂委員会規程 を設 け,美 術研究所は 明治大正美術史の編纂に関す

る事 務を行 うことにな った。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

同10年1月28日 鉄筋 コソクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工 した。

同 年4月 「日本美術年鑑」 の編纂事務を開始 した。

同 年6月1日 勅令 第148号 に よ り美術研究所官制が公布 され た。

研究資料閲覧規程 を制定 し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令 第281号 に よ り美術研究所官 制中改正 の件 が公布 され,従 来,

帝国美術院 に附置 されていたのを文部大臣の直轄 に改 め られた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 された。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品,並 びに写真原版 を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫 に疎 開 した。

同20年5月28日 美術研究所 の図書 ・諸 資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間 家倉

庫3棟 に疎 開 した。

同 年7月 ～8月 酒 田市 本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃 の危険 を避 け るため,

さらに酒 田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺 村村上家 倉庫 ・大沢村後藤作之
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丞家 倉庫 にそれ ぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎 開中の図書 ・諸 資料等 の東京 向け発送を終了 した。

同 年4月4日 酒 田市疎開 中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げを完了 した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎閉中であ った黒田清輝作品並

びに写真原版の 引揚げを完了 した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止 され,国 立博物館官制が制定 され た。美 術研

究所は同館の附属美術研究所 とな った。

同24年4月 本年度か ら科学 研究費に より光学的方 法による美術 品の鑑識 に関す

る研究が開始 された。

同25年8月29日 文化財保護 法の制 定に伴い,美 術研究所 は文化財保護委員会の附属

機関 とな った。

同26年1月31日 美術研 究所組織規程(昭 和26年 文化財保護委員会規則第5号)が 定

め られ第一 研究 部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日

か ら適 用)

同27年4月1日 東京文化財研究所 組織規程(昭 和27年 文化財保護委員会規則第4号)

が定め られ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究

所組織規程が廃止 された。

同 年7月1日 芸能部研究室 として東京芸術大学 音楽学 部邦楽科 教室2室 を同大学

か ら借用 し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室は,国 立博物館保存修理課保存技術研究室 と して

昭和22年 発足以来,東 京国立博物 館地階 の1室 に置かれ ていたが,同 館構 内の倉庫

132㎡ を改 造の うえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化 財研究所 組織規程 の一部が改正 され(昭 和29年 文化財保護

委員会規 則第1号),東 京 国立文化財研究所 とな った。

同32年3月28日 東京 国立博物館構 内に木造,外 部鉄網 モル タル塗,平 家建,8㎡ の

保存科学部 の薬 品庫が竣工 した。

同 年11月30日 従来の2階 建書庫の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分 延面

積71㎡ が竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委 員会告示 第14号)が

一3一
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定 め られ,こ の年度か ら受託研究が開始 された。

同36年9月16日 東京 国立 文化財研 究所組織規程 の一部が改正 され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則 第1号),従 来 の庶務室 は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京 国立博物 館構 内に保存科学部庁舎 と して,鉄 筋 コン クリー ト造

2階 建延面 積663㎡ の建物1棟 が竣工 した。

同 年7月1日 東京 国立 文化 財研 究所 組織規程 の一部が改正 され(昭 和37年 文化財

保護委員会規則第1号),新 たに保 存科学部 に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存 科学部庁舎の竣工 に伴い,旧 保 存科学 部庁舎

に移転 した。

同43年6月15日 文部省設置法の一部が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所

は文化庁附属機関 とな った。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950.41n1)の

起工式が行われた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行 われた。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付を終 っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎 の1階 の模様替工事 に着手 し,同 年10月15日II:凄 が

終 了 した。

同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎 の1階 に移伝 した。

(本館 は,美 術部庁舎 となる。)し たが って研究所 の 所在地表示は 「12番53レ}」 を

「13番27号」 に変更され た。

同46年4月1日 保存科学 部庁舎 及び別館 の敷地2,658〃'を 東京国立博 物館か ら所 管

換 され た。

同48年4月12日 文部 省設置法施行規則 の一部が改正 され(昭 和28年1月13日 文 部省

令 第2号)新 たに修 復技 術部 が設 け られ4部1課 とな り,修 復技術部に第一修復技

術 研究室及び第二修復技術研究室が置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止 され

た。
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皿 設立目的と機構

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

うことを目的 として設立 された文化庁の附属機関であ る。その機構等は次の とお りで

あ る。

1機

所長一

一庶 務課

構

課長一 課長補佐一

一美 術部

部長

一庶 務 係

一会 計 係

一第一研究室

一第二研究室

一資 料 室

一芸能 部

部 長 一一 ～

主任研究官

一保存科学部

部具 …

一演劇研究室

一音楽舞踊

研究室
一民俗芸能

研究室

一化学研究室

一物理研究室

一生物研究室

一修復技術部

部長

主任研究官

一第 一修 復

技術研究室
一第 二修 復

技術研究室

主任研究官

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務 ・職員の福利

厚生に関する事務・公文書類の接受 ・

公印の管守及び庶務に関すること,経

費及び収入の予算・決算その他会計に

関する事務・行政財産及び物品の管理

に関する事務・庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術

に関する調査研究及びその結果の公表

美術の研究に関する資料の作成 ・収

集・整理 ・保管 ・公表及び閲覧並びに

光学的方法による美術の研究 ・黒田記

念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊 ・民俗芸能及びその

保存に関する調査研究並びその結果の

公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的 ・

物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ

の結果の公表

(修復技術部)

文化財の修復に関する科学的 ・技術的

調査研究及びその結果の公表

ψ
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2職 種別予算定員

区 分 50年 度 51年 度

指 定 職 1 1

所 長 1 1

行 政 職 12 11

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

係 長 2 2

専 門 職 3 3

主 任 1 1

一 般 職 員 4 3

研 究 職 35 35

部長等研究 員 10 10

室長等研究 員 13 13

研 究 員 1z 12

合 計 48 47

一7一
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設立目的と機構

3職 員

昭和52年3月30日 現在

名氏ー名職官-属所

克

躬

茂

明

子

朗

彦

生

ま

り

子

司

脛

代

子

孝

子

子

男

郎

健

之

郎

キ

綬

良

昭

夫

次

正

良賀ど智三尚多吉隆たみ三正千悦和栄次鉄正伝ア武元遽弘和昌野原見井本藤木藤澤浦田塚上村澤川実里野口村野上田野倉本川保久関松鶴若松斉鈴正小杉豊大川関田柳猪田宮陰久関中上江鶴河米橋市野

長

長

佐

長

員

長

任

員

員

員

員

員

長

官

官

官

官

官

官

官

長

員

長

長

員

員

員

員

員

員

繋

難

隷
難
繍

羅

繋
蝶
究

欝
究
究
究
究
黙

所

庶

庶

庶

庶

会

会

会

作

事

技

作

美

主

主

主

主

主

主

主

第

研

第

資

研

研

研

研

専

専
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,
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,

官

官

官

官

官

官

官

官

員

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

騰

灘

灘

灘
務

叢

雑

羅

羅
綴

羅

叢

叢
轍

蕪
轍

文

文

文

文

文

文

文

文

用

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

長

課

係

係

部

室

室

室究究務計研研料務術一二庶会第第資所庶美
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所 属1官 職 名1氏 名
曹一 一 一 ―一

芸 能 部 文部技官,芸 能 部 長 三 隅 治 雄

演 劇 研 究 室 文部技官,演 劇研究室長 佐 藤 道 子

文部技官,研 究 員 羽 田 殺

調査研究員(非) 松 本 雍

音楽舞踊研究室 文部技官,音 楽舞踊研究室 柿 木 吾 郎
長

文部技官,研 究 員(併) 横 道 萬 里 雄
1

調査研究員(非) 古 橋 宏 子

民俗芸能研究室 民俗芸能研究室長事務取扱 三 隅 治 雄

文 部技官,研 究 員 中 村 茂 子

調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎

保 存 科 学 部 文部技官,保 存科学部長 江 本 義 理

文部技官,主 任 研 究 官 見 城 敏 子

化 学 研 究 室 文部技官,化 学研究室長 馬 渕 久 夫

文部技官,研 究 員 門 倉 武 夫

物 理 研 究 室 物理研究室長事務取 扱 江 本 義 理

文部技官,研 究 員 石 川 陸 郎

文部技官,研 究 員 三 浦 定 俊

生 物 研 究 室 文部技官,生 物研究室長 新 井 英 夫

調査研究員(非) 森 八 郎

修 復 技 術 部 文部技官,修 復技術部長 西 川 杏 太 郎

第一
文部技官,主 任 研 究 官 中 里 寿 克

修復技術研究室 第 一 修 復 技 術 西 川 杏 太 郎
研 究 室 長 事 務 取 扱

文部技官,研 究 員 西 浦 忠 輝

文部技官,研'究 員 青 木 繁 夫

第二 文部技官,専 門 職 員 茂 木 曙

修復技術研究室 文部技官,第 二修復技術研 樋 口 清 治
究室長

文部技官,研 究 員 増 田 勝 彦 1
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皿 土 地 ・建 物

本 研究所 の主 な建物 は,東 京都 台東 区上野 公園12番53号 所在 の本館と,上 野公園13

番27号 所在 の保存 科学部 実験 室及び別 館である。

土 地は,本 館の敷地1,457㎡ 保存科学部実験室 及び別館 の2,658nP敷 地の 計4,115㎡

であ る。

なお,建 物の面積 ・構造等は,次 の とお りである。

1建 物の面積 ・構造一覧

No. 名 称 種 目 ・構 造 建面積 建 築
年月日

No. 名 称 種 目 ・
構 造

建面積一
延面積

建 築
年月日延面積

1 本 館

事務所建RC
.地上

2階 ・地下

1階

㎡

468.26一 3.8.30
6

渡廊下

(写場)

雑 屋 建

木造平家

㎡

20.26
一一 日

20.26
隠325

i,19z.72

2 書 庫
倉 庫 建

RC.3階

64.63
夢一 噌

201.80

盟1.25

(灘罎)

7
車 庫

(現物置)

〃
27.96
-　 噂

27.96

Il(;
15.9.11

3
渡廊下

(書庫)

雑 屋 建

RC.平 家

4.90一 一 一

4.90 10.1.25

●

8
保存科学

部実験室

事務所 建

RC.2階

338.44
r一一

684.91 盟a28

4
写 場 及

第1暗 室

雑 屋 建

木造平家

62.80

盟1.8
9 別 館

事務所 建
RC.地 下
1階地上3

階 塔屋 付

462.75
一

照a25
一一 一

62.80 1,950.41

5
準備室及

第2暗 室

〃
35.12

〃 10'
渡廊下

(別館)

雑 屋 建
鉄 骨 造
平 家

27.60-一 一

26.60
〃

35.12

一10一
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2建 物の平面図 (各庁舎の縮尺不 同)

美 術 部

(本 館)

書

庫

書

庫

譜

i
Il ポ

i

空
調
機
室

二ξ興率 蔭
一

冷
凍
機
室

イ

1
室

1 i

(地 階)

 

一

J

璽座 「＼
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1:地 ・建 物

庶 務 課 ・保 存 科 学 部(実 験室)

・
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芸能部 ・保存 科学 部 ・修復技術部

(別 館)

ρ

A

浴
室

i

一
灘

暗
室

線
撮

ト

ラ
イ

エ
リ

ア

乏 械室

響墾塾 室化学合勉

盤
[灘

室気電 物性研究室

ド

ラ

イ

エ
リ

ア

車 庫
一一L

(地 階) =濫

ぞ

罫コ 研究室

手 洗.

化学処理 ア トリエ
第1修 復

ア トリエ

r

第2修 復

ア トリエ

重

コ義

韮 ≠=

減圧室
i 一

≡≡

渡

廊

下

収 蔵 庫
I

l研 究室

保存科学 修復技術
部 長 室 部 長 室x言

隔
x:r蒸 室

ラ ン ゾ

i
浬1(一 階)＼

0

準 備 室 舞
分光計室 電子顕 非破壊分析室〔

微鏡室」塵L
_ _羅

「

一

会 議 室

一 :

部

部
図 画

保存科学

修復技術

1t室

1研究轟 究葱ミ

一

研究室

(二 階)
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1:1L・ 建 物

録音室

一

手洗

歎
芸 能 部

資 料 室

芸能 部
図書室

[
研究室

≡鞠

し: '

研 究 室

芸能

部長室 研 究 室(舞台ン

O

=

調叫
r一

視聴室

1

、1

げ

(三 階)

(屋 上)
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曜

Ⅳ 予 算

1歳 出 予 算

注()内 は補正後予算 を示す。

区 分1人 件 費1物 件 費 施 設 費 合

昭 和50年 度

昭 和51年 度

千 円(
186,881)

174,843

(196,740)
201,909

2科 学研究費

区 分
特 定研 究 一般 研 究 奨 励 研究 研 究成 果

刊 行 費瞬
合 計

綱 金 額 件数1金 額 件数1金 額 醐 金 額

昭和5。年度i。!現

昭 和51年 度3119,900

5

5

千 円
8,350

41,400

2

1

千 円
590

250

1

0

千 円
2,240

0

8

9

千 円
11,180

51,550

内 眠

研 究 題 目 1研 究代表劃 金 額1摘 要

健

理義

郎太杏

キア

夫

雄

郎

雄

里

久

萬

吾

治

俊定

件

野

本

川

野

渕

道

木

隅

浦

久

江

西

上

馬

横

柿

三

三

9

凱材遮構S　彫古るよに

と

及
置

象

材
処

現

木
復

染
法

る
修

達発S学

汚
除

あ
と
究

史

の
防

で
化
研

術

内
の

料
劣
る

美

庫
そ

材
の
す

洋

蔵
と

要
剤
関

東

収
響

主
着
に

・

び
影

の
接
度

本

及
の

築
料
強

日

設
へ
建
材
・

究研S財化

研

究

的

研

学

の

光

能

の

芸

画

究

俗

絵

研

民

る

文

究

的

た

よ

古

研

析

し

に

る

的

分

と

学

よ

合

楽

心

工

法
究

施
財

古
粧
性

け
研

析

の

方
研

示
化

的
の

展
文

術
の
耐

に
す

体

技

歌

坊

い

学
法

設
納

美
そ
の
後
関

位

楽

統

摩

し

科
技

新
収

古
び
後

戦
に

同

能

伝

薩

新
究

る
究

に

総

音

中

線

の

を

外

・
化
久

お
る

分

法

曲

津

赤

計

千 円

2,200

4,600

3,100

10,000

23,700

4,600

1,600

1,500

250

51,550

特定研究(1)

〃

〃

一般研究(A)

〃

一般研 究(B)

一般研究(C)

〃

奨励研究(A)
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V調 査 研 究

1美 術 部

(1)概 要

美術部は 日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連のあ る西洋美

術についての基礎的調査 と専門的研究を行い,そ の成果を公表す るとともに,美 術に

関す る研究資料を作成,収 集,整 理 し,こ れ らの資料を一般研究者の利用に も供 し.

美術史学研究 におけ る資料 センターの役割 も果 してい る。現在3室 に分かれ,古 美術

関係は第一研究室 ・資料室,近 代 ・現代 ・西洋美術 は 第二 研究室,資 料の 作成 ・収

集 ・整理 ・保管等は資料室が担当す る。

調査研究は美術部所属研究員 の専門領域を中心 として実証的に進め られているが,

学界現下 の動 向を把握す るとともに将来の趨勢を洞察 し,方 法において も成果 におい

ても,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学界に寄与すべ く努めてい る。 そのた

め重要 なる問題に関 しては共同研究を行い,ま た当部独 自の光学的研究法を活用 し,

す でに多 くの成果を収めた。

これ らの業績は当部 の機関誌 「美術研究」(昭 和7年 創刊,年6冊 発行)に 発表 し,

大部 の成果 は臨時単行 の研究報告書 として刊行 してい る。 また毎年のわが国美術 界全

般にわた る動 向を調査 し,客 観的資料の提供を主眼 とした 「日本美術年鑑 」を編 纂発

行 して いる。

研究資料 の収集 ・作成な どに関 しては,当 部の前身た る美術研究所と して発足 以来

調査研究 とと もに力 をそそいで来たが,毎 年 増大 す る資料 の蓄積 は,文 化財関係事業

等 のため のみ ならず,部 外研究者や,広 く海 外の研究者 のために も大 きな寄与を果 し

てい る。 また 「日本美術年鑑」には,毎 年 日本 ・東洋古美 術並 びに近代 ・現代 ・西洋

美術に関す る雑誌論文及び単行図書を分 類集録 した文献 目録 を編纂 し,美 術史学 界を

は じめ関連 ある学界に著 しく貢献 してい る。なお古美術 関係文献 についてはさらに増

補訂正 を加x一 定 の年次を まとめて既に数冊 刊行 したが,前 回の昭和11年 ～40年 の分

に引 き続 き,昭 和41年 ～50年 版 の作成を準備中であ る。

-16一
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c

美 術 部

以上 のほか,調 査研究成果 の一部を広 く一般の理解に資す るため,毎 年1回 公開学

術講座 を開催 している。

黒 田清輝 の遺産 と遺作 の寄附に基づい て創立 された,美 術部(旧 美術研究所)の 黒

田記 念室 は,黒 田の作品 その他関係資料を 保管 し,毎 週一回,一 般に 公開 していた

が,空 調工事 のた め目下閉鎖 してい る。

●

第 一 研 究 室

第一研究室 の研究員は,日 本及び東洋諸地域の古美術について,各h専 門 とす る領

域 と時代 を中心に調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行 い,ま た常 に精密

な基礎資料 の収集に努めてい る。

一昨年度 よ り4力 年計画で始 まった芸能部 と共同の特別研究 「浄 土教 関係の文 化財

に関する総合研究」 の中 で,絵 画 ・彫刻 ・書蹟 ・工芸の造型部門を資料室研 究員 と共

に担 当 し,研 究調査活動を行 った。

文 部省科学研究 費に よる 共 同研究 としては 「科学的方法 に よる 古彫 刻の 構造 ・材

質 ・技 法の研究」(特 定研究1・ 代表者 久野健),「 戦後に おけ る 日本 ・東 洋美術史

学 の発達 に関す る研究」(一 般研究A・ 代 表者 上野 アキ)の 一部 を担 当実施 した。

なお,第 一研究室 で編集を担当す る 「美術研究」は,出 版 費不足 のため,残 念 なが

ら本年度 は第303号 ～第306号 の4冊 を発行す るに とどまった。

σ

第 二研 究 室

明治以降美術史 の調査研究,並 びに現代美 術の動向に関する資料 の収集 と調査 を行

っている。前者については時代的に西洋美術の影響 が強 い ことか ら,そ れ との比較研

究 を進めてい る。

現代美術 の動向に関す る調査は,集 積 した年 度資料を整理 し,そ の結果を 「日本美

術年鑑」 と して毎年公刊 して きてい るが,本 年 度は昭和50年(1月 ～12月)の 内容を

盛 った昭和51年 版 の編集を完了 した。刊行は都合で次年度 に延期 している。

資 料 室

資料室においては,美 術部研究員の調査研究及びその成果の公表のための写真の作
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欄 査 研 究

成,図 書雑誌の購 入を行 い,こ れ ら研 究資料 の整理保管閲覧等に任ず るとともに,研

究文献 目録の作成 に従事 し,本 年度 は科学 研究費に よる 「戦後におけ る日本 ・東洋美

術史学の発達に関す る研 究」 の実施に,推 進力 と しての役 目を果 した。

これ らの業務 のほか,資 料室 の研究員は,日 本 ・中国 ・中央 アジァ等の古美術につ

いての専門的調査研究 を進 めてその成果を公表 し,浄 土教に関す る特別 研究,他 機関

の科学研究費による総合研究 「日本近世絵画に おけ る古典的伝統の 調査 と研 究」(代

表 者 東京大学 山根有 三),「江戸時代障壁画 の研 究」(代表者 東北大学 辻惟雄),

「朝鮮 の9～16世 紀 の仏教美 術につ いての総合的研究」(代 表者 実践女子大 学 松原

三 郎)に 参加 した。

賢

σ

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.日 本彫刻史の研究

(1)古 代彫刻史の研究

本年度は従来行 って きた古代 小金銅像を総合的に まとめ論文を書 くべ くこれ まで十

分調査を行 っていない諸遺品を中心 に研究 を進め福江市明星院の如来像,松 山市興隆

寺の釈迦如来像,会 津若松市羽黒神社の観音像,同 福聚寺の観音像及び個人所蔵の金

銅 仏の詳細な調査を行 った。(久 野)

奈良飛鳥資料 館において小 金銅像 の調査撮影,及 び奈良岡寺本尊像に関す る調査撮

影 を行 った。(猪川)

(2)平 安鎌倉時代彫刻 史の研 究

京都 清涼寺,神 宮 寺,滋 賀延暦 寺,広 島照源寺,香 川観音寺,鷲 峰 寺等の諸像の調

査 研究を行 った。(猪 川)

(3)中 世彫刻 史の研究

運慶 に続 く湛慶,康 円等慶派仏師の伝記的研究を行 った。(久野)

(4)尊 像 別分類に よる彫刻 の研究

菩薩形諸像につ いて奈 良,京 都,滋 賀他の諸 像の調査 及び 文献 の 整理 を 行 った。

(猪川)

b
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2.日 本古代中世絵画史の研究

(1}仏 浬薬 図の研究

前年度 に引き続 き,瀬 戸内にあ る重要文化財指定品(尾 道浄土 寺,耕 三寺,岡 山自

性院 安養院)の ほか,未 指定品1件 及び釈迦八相図につ き詳細な調査 と撮影 を実施 し

た。(柳 沢 ・関 口)

② 密教絵画の研究

前年度に 引き続 き,各 種の密教尊儀画,両 界曼茶羅及び白描図燥 の調査研究 と資料

収 集に努め,特 に新資料 であ る 文保元年 軸銘の 浄 土寺蔵両 界曼茶羅図 を 紹介 し(柳

沢),ま た西明寺三重塔柱絵金剛界三十二尊の様 式的分析 を行 い,そ の 成果を 発表 し

た。(関 口)

(3)真 言八祖行状図の研 究

前年度に引 き続 き調査研 究を続 行 し,本 年度 は不空 ・善無畏行状図について詳細な

調査を実施 した。(柳 沢)

(4)垂 迩画の研 究

千葉県福善寺所 蔵の四社 明神図 につ いて調査。(関 口)

(5)科 学 的方 法に よる古代絵画 の材 質 ・技法 に関す る研究

特定研究 「科学的方法に よる東洋古代中世絵画の材質・技 法に関す る研究」 に参 加,

教王護国寺蔵五 大尊像,松 永記念館蔵 金棺 出現図につ き精密な調査 と撮影を実施 した。

(柳沢 ・関 口)

〔6)仏 画 に施 こされた彩色文様お よび被金文様の研究

教王護国寺蔵五大尊像,松 永記念館蔵釈迦金棺出現図について調査 し研 究資料を収

集 した。(関 口)

(7)経 絵 の研究

経典 説話 図の研究 と しては,根 津美術館蔵十 二因縁絵 巻,畠 山記念 館蔵 法華経絵巻

の調査 を行 った。(宮)

(8)絵 巻物 の研究

絵巻研究 の一環 と して,本 年度は,合 戦絵巻について既 発表の論文 を全面的 に増補

改訂 し,現 存す る中世合戦絵 を集大成す る作業を行 った。この成 果は52年 度 中に刊行

す る見込であ る。 また,武 藤 家蔵 歓喜天霊験記につ いての研究を まとめ,「 美術研究」
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調査 研究

に発表 した。本年度 調査 した作 品は,天 狗草紙,秋 夜長物語絵巻,三 十二番職人歌合

絵巻,融 通念仏縁起等で ある。(宮)

(9)鎌 倉時代 肖像画の研究

鎌 倉時代 肖像画に関す る資料 の収集,就 中,藤 原隆信Y'関 す る 「松雲 寺文 書」 の調

査i藤 原信実 の絵事に関す る史料の検討,信 実の末商の画人達の基礎史料 の検討 を行

った。(米 倉)

(10)厳 島神社五重 塔初層壁 画の研究

同壁画中,特 に真言八祖 ・瀟湘八景図,観 音図,柱 銘文 に 関す る 調査を 行 った。

(米倉)

3,日 本古代 中世 の料紙 に施 され た絵画 の研究

(1)経 典装飾絵画 の研究

本年 度は前年 度に調査 した平安中期 の延暦寺蔵紺紙金銀交書法華経の表紙絵,見 返

絵 を中心 に研究 を進 めた。近 く 「美術研究」に発表の予定 。(江上)

(2)文 学写本装飾絵画の研 究

(1)とも関連 して,古 代中世文学写本の装飾絵 画並 びに経 典の荘厳 画が桃山時代の料

紙下絵に与えた影響を具体的に研究 した。近 く論文 を発表 の予定。(江 上)

4.日 本古代文様の様式的,形 式的 研究

日本独特の文様であ る,い わゆる直 弧文 鏡の文様 について,あ らためて研究 し,大

陸の文様 との関係を指摘 した。(江 上)

5.近 世絵 画資料 の収集 と研究

(1)宗 達光琳派の研究

科 学研 究費総合研究 「日本近世絵画におけ る古典的伝統の調査 と研究」に 参加,仁

和寺所蔵 「御室御記』な どを調査 した。(河野)

② 円 山派 の研究

円満院所蔵 円山応挙関係資料の準 備調査を した。(河 野)

㈲ 復古大和絵派の研究

科学研究費総合研究 「江戸時代障壁 画の研究」に参加,大 樹寺岡 田為 恭筆 障壁 画な

どを調査 した。(河野)

(4)江 戸洋風 画につ いて研究
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オ ランダ国立 ライデ ソ民族学博物館所蔵の川原慶 賀作品 に関 す る調査 を続 行す るの

と並行 して 日本所在の慶 賀作品の調査研究,更 に長崎 派の他 の画 家を も研 究対象に拡

大,そ の成果の一部は 「美術研究」306号 ほか に発表 した。(陰 里)

6.日 本近代美術史の研究

(1)近 代彫刻家の研究

長年,荻 原守衛に関す る調査研究を進めて きたが,本 年 度 の 後半 は,「 荻原守 衛と

その周辺」を纒 めるにつ き,特 に彼の絵画作品に留意 し,明 治洋画史上の価値づけに

考察 を深 めた。(中 村)

前年来 の竹 内久一 に関す る調査研究を続行 した。次年度に論文発表の予定。(中 村)

(2)日 本近代絵画史 の研究

明治以降の肖像 画家につ いて調査研究 を進 めた。 日本画,洋 画 と もに近代におけ る

肖像 画研究は極めて少ないので,明 治 ・大正 ・昭和の具体的作品 の探索を行 い,こ れ

を纒め京 都国立 博物 館夏期講座 で発表 した。(関)

明治初 期における洋画 家及 び洋 画教育 の実態につい て調査を進 め,洋 画家川上冬崖

の作品を調査 して報 告 し,ま た来 日イタ リア人画家A・ フ ォンタネージと日本 の洋画

家 との関係について調査 研究 した。(陰 里)

明治後半期以降の 日本におけ る印象派の 移植 とその 展開 の 様 相に ついて 調査 を続

行 した。(陰 里)

日本美術院系統作家の研究の一環 として,本 年 度は 小林古径 の調査研究 を行った。

小林古脛 につい ては,従 来上京以前の作品 と動静につ いて殆 ど明 らかに され ていなか

った が,出 身地新潟県上越市で調査を行い,伝 記上の新資料 若干 を得た。次年度 発表

の予定。(関)

7.日 本工芸史 の研究

現 在は陶磁 ・漆工 ・金工 の研究員は不在で,染 織専門の研究員が必要に応 じこれ ら

の調査に も当 ってい るが,主 なる研究題 目及び調査活動は下 記の通 りであ る。

(1)近 世初期染織 品の研究

(2)小 袖の研究

③ 伝統的染 織技 術の調査 ・研究

(4)上 代裂の研究
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調 査 研 究

研究題 目の中,特 に 力を注いでい る 「近世初期染織品の研究」 に関 しては,上 杉神

社蔵 の上杉謙信所用袴類,宮 城県白石市の片倉家伝来胴服 ・陣羽織 類,和 歌山市 の紀

州 ・東照宮伝来服飾類 の調査が 本年度 の主 な ものである。「小袖 の研究」は紀州 ・東

照宮蔵家康所用小袖四領(う ち三領は昭和52年3月 重要文化財 に指定 された)の 調査

研究 と片倉家伝来黒繍子小袖の 修 復技 術部 との 共 同研究(修 復技術上の),徳 川黎明

会所蔵 の尾張徳川家三代綱誠所用縞麻 羽織の 調査研究が 主 とな り,「伝 統的染織技術

の調査 ・研究」は 「型染」「絞 り染」「耕」「紬」「花織」等 の調査研究のため前年度に

引 き統 き再度の沖縄行,本 島及び八重 山 ・宮 古群島 ・久米島におけ る現地調査を行 っ

た。なお 日本伝統 工芸展の 審査員 として 加 った。「上代裂の研究」は東 京国立博物 館

蔵品 の法隆寺裂や正倉院裂,昭 和51年 秋 の正倉院展 出陳染織品 の 調査を 通 じて進 め

た。(田 実)

8.和 漢書 道史 の研 究

(11日 本書道 の歴史的研究

1)日 本書道史平安 朝篇 を観察 するのに,そ れを代表す る三蹟の観察 か らこれ を行

うを便 と考え,そ の作品及び伝記 を科学的に検討 し,そ の 日本書道 史に おいて如

何なる地 位をきず き,そ して如何 なる意義を今後の書道史上に主張 するか を論評

した。(田 村)

2)惰 性的 にな って いた江戸時代の書道を立ちなお らせる努 力は,同 代末期か ら見

られ始め たが,明 治に入 って政治 ・社 会の一大変革 と共に,心 ある書家の識見 を

まって頗 る見 るべ きものがあ るに至 った。この注 目すべ き現 象に対 してい ささか

考察 をほ どこした。(田 村)

② 異体字 の歴史的研究

多年継続 した異体字の歴 史的 研究は漸 く中世に及ぼ うとす るので,新 しく宋風の書

の感化の見 られ る親総書蹟 中の異体字 に研 究をむけた。(田 村)

9.中 央ア ジア古代 絵画史研 究

本年度 この主題に よ り在外研 究員と して外 国出張を行 った。幸いにベル リン国立博

物 館において,ル ・コック 収集 中央アジア 壁画 の 現存す る約400点 を調査 し得 たほ

か,米 国諸施 設及びパ リ,ギ メー美術 館で断片類多数を調査 し,得 ると ころ多大 であ

った。 これ らの調査結 果に基づ き研究 を続行中。(上 野)
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10.朝 鮮仏画の研究

科学研究費総 合研究 「朝鮮9～16世 紀 の 仏教美 術につ いての 総合的研究」(代 表者

実践女子大学教授 松原三 郎)の 絵 画部 門の研究調査 を続行中。本年度は熱海美術館

重 文阿弥陀三尊像 ほか,ア メリカ,イ ギ リス,ド イ ツに所在す る作品 も含め て,高 麗

画,李 朝画,高 麗 と元 の接点に ある作品 など約2(庶 を調査 した。(上 野,江 上)

11.中 国絵画史研究

(1)敦 焼画の研究では,白 鶴美術館蔵 の2点 のほか,大 英 博物 館,ギ メー美術 館,

米国諸施設で,記 年作品を含む主要 作例約40点 を調査 した。(上 野)

② 経常的 に行 っている宋元 明清 及び民国期の作品並びに画家資料の収集 と調査を

継続 した。(川 上 ・鶴 田)

(3)明 溝文 人画 家の書蹟 の調査研究を大阪市立美術館を 中心 に 行 った。(川上 ・鶴

田)

12.現 代美術の動向についての研究

国 ・公立美術館をは じめ として 各 私立 美術館,画 廊等 で 開催 された 国 内外の 作家

作品に よる近代 ・現代美 術の展 覧会 を随時調査 し,作 品写真 ・目録な どの資料蒐集を

行 った。各部 門の担 当は下 記の通 りであ る。

彫刻 ・立体造型(中 村)

日本画(関)

洋画 ・版画(陰 里)

B特 別 研 究

「浄土教関係の文化財に関する総合的研究」

研究代表者

分担課題

七,八 世紀の阿弥陀如来像とその背景(久 野健)

浄土教関係諸尊像の様式変遷の研究(猪 川和子)

阿弥陀往還来迎図の研究(柳 沢孝 ・関口正之)

プリア美術館蔵の六道絵(江 上綴)

出相阿弥陀経について(宮 次男)
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調 査 研 究

親鷺聖 人筆 蹟の研究(田 村悦子)

唐宋浄土教美術資料集成(川 上脛 ・鶴田武良)

朝鮮に おけ る浄土教絵画(上 野 アキ)

一日本 の文化史上,仏 教の 占め る位置は極めて重要 であ るが,特 に,平 安時代 中期以

降浄土信仰は,宗 派にかかわ ることな く広 く普及 し,国 民生活 と密着 して展開 してき

た。そ のため浄土教が文化に及ぼ した影 響は多大 であ る。 よって,浄 土教 とそれ に関

す る有形,無 形の文化財 との相互関係及び絵 画 ・彫 刻 ・工 芸 ・芸能等各分野間の相関

関 係を,美 術 ・芸能部門が総 合的に調査研究す るのをその 目的 とす る。

本年度に おいて重点的に行 った 調 査活動 につ いては,彫 刻部 門 では,7,8世 紀に

おけ るわが国の仏像の造像の理由を,文 献 及び遺 品 に 刻 された銘文等 を 検討す るこ

とに よ り抽出 した。 これ と平行 して,7,8世 紀 の 阿弥陀如来像 中,最 も 古様 を示す

四十八体仏中の 「山田殿 像」 の銘文 と三尊像 の制作年代 の研究 を行 ったのをは じめ,

7,8世 紀の遺品の詳細な調査を行った。

絵画部門 では,特 殊な来迎図であ る阿弥陀 往還来迎図 の研 究を推進 したほか,経 典

説話図 と しての出相阿弥陀経 を,奈 良金 剛寺蔵本 及び京都知 恩院蔵本につ いて調査 し

た。書蹟部門 では,親 鷺等の新宗教が宋か ら新 らたに輸入された仏書 の研究の うえに

成 った ことと平行 して,そ の書風 の宋代 書道 の影響 を受け てい るものと想定 し,こ れ

を如実に示す宋の帝王の誰を欠筆 した字体 を親鷺が用 いている ことにつ いて調査 ・考

察 した。,

,

C科 学 研 究 費

1.「 科学的方法に よる古 彫刻 の構造 ・材質 ・技 法 の 研 究」(特 定研究(1}代 表者

久野 健)

本研究に関 しては,鍮 石製 と推定 され る法隆寺宝物館の柄香炉二組の螢光X線 分析

を行い,拡 大写真に よる調査 では法隆寺戊子年銘釈迦及び脇侍像,野 中寺弥勒像等の

銘文を撮影調査 し(久 野),木 彫 では浄瑠璃寺 の 四天王像中 の一躯のX線 透過 撮影 を

行 い,ま た,塑 像では岡寺の如意輪観音像 の詳細な 調査を 実施 した(猪 川)。 これ ら

の調査結果は,昭 和52年1月28日 に奈良教育大学 で行 った特定研究 「古文化財 」の総

会において発表 した。
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美術部 ・芸能 部

2.「 戦後におけ る日本 ・東 洋美術史学 の発逮に関す る研究」(一 般研究(A)代 表 者

上野 アキ 分担者 美術部全 員16名)

本研究は戦後30年 間に飛躍的に発展 した 日本 ・東洋美術史学に関 し,各 部 門別 に研

究史 の資料を体系的に収集整理 し,こ れ らを総合す ることに よって近年に おけ る斯学

の発達をあ とづけ ると共に将来に対す る研究上の指標を得 るのを 目的 とし,本 年度ば

3年 継続の初年度にあた る。

本年度は,ま ず資料収集の段階に集中す るもの とし,下 記の諸項 目を実施 した。

1)美 術史学の最新の研究業績であ る各種図書,図 録,複 製等及び斯学 と密接に関

連す る人文系各分野の多数の論文集等を購入 した。

2)多 目的に使用 しうる内容を盛 った定 期刊行物所 載文献 用及び図書用の2種 類の

カー ドを設計 してセ レクターに よ り能率的な分類 及び分 析検 討を期 し,文 献採 録

も順 調に進行 した。

3)近 年特 に活瀕化 した地 方の諸美 術館,博 物 館,教 育委 員会等の独 自の研究 調査

活動及び企画展等 につき,ア ソケー ト調査 及び出張 調査 を行 い,資 料収集 にあた

った。

次年度 は以上 の諸項 目を継続実施す るとともに収集 した資料の検討及び分析にあた

り,研 究 目的達成へ よ り前進す る予定 であ る。

2.芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統芸能の保存に資す るために必要 な基 礎的研究 を行 うことを 目

的 と し,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室 の三 室よ り構 成 されてい る。

芸能部の研究 目標 としては,諸 芸能の理 念 ・構造 ・技 法 ・技術及び その継承保存 に

関す る研究な どがあ り,そ の研究に必要な資料 の収集 ・整備 ・記録の作成 としての撮

影 ・録音な どの作業 を行 う。 また研究 の結果は刊行 ・公開学 術講座の開催 などによ っ

て公表す る。

本年 度は,共 同研 究 としては 「狂 言の技 法の研究」「陰難子の構造の研究」「民謡 の

研 究」等 の課題 につ いて,部 内研究員が2名 ずつ組をつ くって調査研究を行い,ま た
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調 査 研 究

部内研究 員全員が美術部 と共同に よる特別研究 「浄土教 関係の文化財に関す る総 合的

研究」(49年 ～52年 度4力 年計画第3年 度)に 参加 して,浄 土教関係の寺院行事 の調

査並びに資料の収集を行 った。

また,各 研究員は個 々に研究課題を抱えて,実 証的な調査活動を進めて きたが,そ

れは いずれ も文化財行政に直接的に寄与す る基礎的な調査研究であ ると同時に,従 来

立 ち遅れ てきた我が 国の芸能研究を推進せ しめ る力 ともな る研究である。音楽舞踊研

究室 における メログ ラフを駆使 しての歌曲の分析的研究や,演 劇研究室におけ る,芸

能伝 承の墓盤 をみ る視点 での寺院行事 の研究な どは従来の学界にはなか った先駆 的画

期的 な研究 といえ る。

刊行物 としては,r芸 能の科学』7「 東大 寺修二会 の構成 と所作」中(執 築者佐藤)

を,前 年 の上 巻に引 き続 いて52年3月 に刊行 した。同書はなお下巻 ・別巻の2冊 を隔

年 に刊行の予定で,編 集作業を 続 行 している。 また 「芸能 の科学』8「 論考集」(執

筆者柿木 ・中村 ・三隅 ・仲井)を52年3月 に刊行 した。 また,安 原 コレクシ ョン邦楽

レコー ドの整 理を続け,r音 盤 目録 』皿 ・IVの刊行準備を進めた.

恒例の公闘学術講座は,「 話芸 の技法 」をテーマ として51年12月 に開催,研 究者を

対 象と した連続研究発表会は 「南島芸 能史」 のテーマで51年7月 に行 った。 また 「東

大寺修二 会の構成 と所作」についての研究会 を部内研究員 によって毎週行 い,ま た研

究室 ごとにラバ ン式 舞踊謄Labanotationの 研究会,狂 言伝書輪講会,能 楽技法研究

会な どを行 った。

9

亀

演 劇 研 究 室

演 劇研究室 は,日 本古典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究 を行 い,ま

た これ ら諸芸 能の周 辺にあって伝統芸能の成立に深い関係を持 つ諸分野 についても,

調査研究 を進 めている。

本年度,演 劇研究室では,個 人研究 として 「寺院芸能の 研究」「歌舞 伎演 目の通行

場 名の選定」 「能の脚本史の研究」 を行い,共 同研究 として 「狂言の技 法の研究 」,他

の研究室 との協力に より 「陰難子 の構造 の研究」「浄土教関係の文化財に 関する 総 合

的研究」を行 った。
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芸 能 部

音 楽 舞 踊 研 究 室

日本 の音 楽及び舞踊 につ いて芸 術学的,音 楽学的に 調査 ・研究を行い,ま た,こ れ

ら伝統芸能 の成立に深 く関係を持つ周辺諸分野につい ても調査 ・研究を進めてい る。

本年度 の 個人研究 と しては 「伝統歌曲の 音楽分析的 研究」「音のデー タ の 視 覚化

transcriptionの 研究一 奄美大島の く朝花〉 の比較」 が行われ,共 同研究 と しては

「陰嘱子 の構造 の研究」「浄土教関係の文化財に関す る総 合的研究」が行われた。 また

外部研究者 との ワー クシ コヅプの試み として 「ラバン式舞踊譜Labanotatlonの 研 究」

が行われた。

民 俗 芸 能 研 究 室

全国各地に分布伝 承す る民 俗芸能 を対象と し,そ れ らの芸能の 保存 ・活用に資す る

ために必要な研究を 行 っている。 本年度は 一般研究 と して 「民俗芸能伝承方法 の研

究」「民俗 芸能の民俗的 基盤 の研究」「民謡の研究」r話 芸 ・寄席芸の研究」「古典芸能

便覧作成 の研究」を行い,特 別研究 と して 「浄土教関 係 の 文化財に 関す る 総合的研

究」 に研 究員が参加 して他の研究員 と共に共 同研究を行 った。文部省科学研究費に よ

る研究 としては 「薩摩坊津地方 を 中心 とした 民俗芸能の研究」(一 般研究(C)代 表者

三隅 治雄)を 実施 した。

また,例 年 行われ る全国及び地方別の民俗芸能大会に出場 した芸能の撮 影 ・録 音を

行い,ま た和歌 山県等各地民俗芸能大会の指導 ・助言を行 った。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1,民 謡の研究

日本の民謡の研究において,民 謡 の芸謡的要 素を無 視 してはそ の全 き姿を とらえ る

ことがで きない とい う観点よ り,上 代か ら近世に至 る 日本の歌謡伝承 の上に 占め る芸

謡の位置を究明する 目的 を もって,前 年度に引 き続 き近 世歌謡の分析を行い,あ わせ

て童唄の中の遊戯 唄の芸謡的要素につ いての調査研究を行 った。(仲 井 ・三隅)

2.民 俗芸 能の民俗的基盤の研究.

芸能 を,そ の行われ る季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客 を 含む)な どの 面 か ら取
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りあげる連続 した研究の一 環 として,前 年 度は 「道 中の芸能」に関す る調査 を行 った

が,本 年 度 も引き続 ぎ 「道 中の芸 能」 に関す る調 査研究,と くに民俗芸能に おけ る来

訪神 の道行についての考察 を進めた。(三 隅 ・仲井)

3.話 芸 ・寄席芸 の研究

落語を主 と して話芸 ・寄席芸を対象 とす る近世芸能の研究を安原 コレクシ ョソ邦楽

レコー ドの整理を通 じ続行 中であ る。 また,本 年度は落語 ・講談を中心 とした話芸の

系譜の調査研 究を行 った。(仲 井 ・三隅)

4.民 俗芸能伝 承方法の研究

大神楽系獅子舞及び太鼓踊の伝承方 法について資料 の収集 を行 った。(中 村)

5.古 典芸能便覧作成方法の研究

古典芸能の基礎資料 とな るべ き年表 ・演 目 ・作 者 ・文献 等を網 羅的に集めた便覧作

成 の作業を進めた。(中 村 ・三隅)

6.風 流系太鼓踊の研究

主 として滋 賀県,三 重 県,兵 庫 県等に伝承 されて いる太鼓踊の資料収 集を行 った。

(中村)

7.狂 言の技法の研究

狂言の演出の諸要素を研究する前提 として,大 蔵 虎寛本 ・大蔵虎 明本等に よる脚 本

構造(小 段分析)の 検討,江 戸中期の型付書 「間 ・狂言仕方附」 の記載 内容 と現行演

出の比較照合を行 った。(羽 田 ・松本)

8.陰 嘱子 の構造の研究

歌 舞伎音楽 の重要 な要 素である陰唯子の構造の研究。基本資料である付帳(実 演の

手順 の記録)の 中か ら通行演 目120種 に関す るものを選び,そ の内容を カー ド化 して

分 析を行った。(横 道 ・羽田)

9.寺 院行事の研究

寺院行事が内包す る多種多様な要素の中か ら芸能的要素 を抽 出し,各 宗派にわた る

総 合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあ とづ け るこ とを目的 とす るが,本 年度は

41年 度 以降継続的に実施 している 「東大寺修二会の研究 調査」 につ いての纒め と,特

別研究 に よる 「浄土教関係 の法儀 の研究調査」に主眼を置いた。

前者に関 しては,研 究 調査録 の第二冊 を 「東大寺修二会の構 成 と所作」 中 として
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芸 能 部

刊行 した。

後者に関 しては,特 別研究 の欄 に記 した通 りであ る。(佐 藤)

10.歌 舞 伎演 目の通行場 名の選 定

歌舞伎技 法の研究対 象であ る通行演 目表(119篇)に 基 づき,そ れ ぞれ の昭和20～

45年 の上演 記録 を調査す るこ とに より,通 行 く場〉 名を選定,約300の 通行場 を確認

した。(羽 田)

11.能 の脚本史の研究

能の構想 に も類型(様 式性)が 認め られ ることか ら,そ の分析 を通 じて作者や時代

に よる特徴を さぐる ことを目的 とす る もので,引 き続 き分析作業 を進めた。(松 本)

12.伝 統 歌曲の音楽 分析的研究

伝 承 ・記 録 ・保 存のため の基礎研究 として伝統歌 曲を音楽的に分析 し,そ の音楽性

を音楽 学的 に解 明す る もので,本 年度 は次の調査 ・研究が行われた。(柿 木)

に)仏 光 寺派声明 「真 回向」 の録音 と分 析

(2)大 谷 派声 明 「正信偶 ・和讃」 の分析

③ 山田 ・生 田流箏 曲手 法の録音 と比較分析

13.音 のデータの視 覚化 ・transcriptionの 研究 一奄美大島 の 「朝花」の比較一

一つの ジャンル とも解す る ことので きる歌 「朝花」の構造 とその変化 の許容範囲を

示す ことを 目的 とする。現地 調査 によ って,多 くの歌 い手に よる 「朝花」の録音及び

歌い手の意識あ るいは意図 とい うような概 念行 動につ いてのデータを収集 し,そ の分

析に着手 した。(古 橋)

B特 別 研 究

浄土教関係の文化財に関する総合的研究

分担課題

念仏狂言の研究(三 隅)

練供養の研究(三 隅)

念仏踊の研究(中 村)

念仏讃の研究(柿 木)

六時礼讃の研究(佐 藤・羽田)
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日本文化史上重要 な位 置を占め る浄土教 信仰 は,我 が 国民 生活 に密着 して展開 して

きた。 この浄土教 に関す る有形 ・無形 の文 化財 につ いて,美 術 ・芸能両部が文化史的

視野で総 合的 に研究 する ことを目的 とす る。
ほつ け せんぼう ごじゆうそう

本年度は,天 台宗の法華臓法の研究調査及び特別録音と,浄 土宗の重要法儀五重相
でん え

伝会の予備調査 を行 い,ま た千葉県各地 の念仏芸,福 島県 白河 ・会津地方の念仏芸に

ついての研究調査を行 った。

更に本研究所 録音 室に おいて,真 宗仏光 寺派声 明の代表的旋律型の録音を行 った。

●

C科 学 研 究 費

1.能 楽技法の総 合的 研究(一 般研 究(B)代 表者 横道萬里雄)

能楽技法の細 部を解明 して,そ の全容 を把握 し,能 楽の本質を探 ることを期 して研

究を行 った。本年度 は,シ テ方5流 の型付 ・装束付,笛 方一噌流 ・森田流の頭付 ・指

付,小 鼓方幸流 ・大 倉流,大 鼓方 高安 流 ・葛野流,太 鼓方金春流の手付,狂 言方 大蔵

流の型付を収集,そ れ ら諸資料 の要素 を単元 に分け てカー ド化 し,各 単元の機能 とそ

の結合法則を確認 した。(横 道 ・羽 田 ・佐藤 ・松本 ・三隅 ・柿木)

2.伝 統歌曲の音 楽分析的研究(一 般研究(C)代 表者 柿木吾 郎)

従来最 も研究の遅 れている伝統歌 曲の旋 律法 を メログラフに よって音楽様式的 に比

較分析す ることを 目的とする。

本年度は長唄(角 兵衛 ・小 鍛冶),箏 曲(千 鳥 の曲 ・春の曲)を 複数の 流派の 演奏

者に よって録音 し,こ れ を メログ ラムに して比較分析 した。

長唄お よび箏曲におけ る歌 唱様式 の特徴,流派様式 と個人様式 との関係,日 本式発声

法の特性等について,新 たに科学的 ・基礎的 な知見 とデ ータを得 ることが できた。

3.薩 摩坊津を中心と した民俗 芸能 の研 究(一 般研究◎ 代表者 三隅 治雄)

本研究は,古 代遣 唐使 船の発着地 とな り,ま た近世に至 るまで中国 ・東南 アジア と

の貿易の拠点 とな った鹿 児島 県南部 の坊津 を対象 と し,こ の地方 に分布残存 している

民俗芸能 を調査研究す ることによ って,日 本 とアジア諸国 との芸能交流のすがたを明

らかにす ることを 目的 としている。

本年度科学研究費の交付に よって,坊 津地方 を三度にわた って実地調査 し,坊 津を

中心 とした薩摩半島南部の民俗芸 能の分布 状態 をた しかめ,当 地 方の芸能分布図を作
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芸能部 ・保存科学部

成 出来 る段階に到達 した。 また今回 の調査 では,古 代か ら明治維新前 まで薩南地方の

信仰の一 中心 と して君臨 していた坊津 の真 言宗 の大道場一乗院を対象 とし,こ の寺院

がどのよ うな形 で信仰 と芸能文化 を海外へ運び 出 し,ま た海外のそれを吸収 したか と

い う点を探究 した。

また,坊 津お よび周辺地域には,長 篇の物語 を7.5ま たは7.7の 詞型で長 々と歌い

く どな

上げ てい く 「口説」 と呼ばれ る形式の歌謡が数 多 く分布 してお り,こ れが他県他地方

にも数多 く認め られ ることか ら,口 説 の 流行がは た して どこか ら もた らされた もの

か,そ れを追跡す ることに よって坊津 と他地方 との文化交流のルー トの一端が明 らか

に なろ うか と考えて,こ の方面の研究 を行 った。いず れその成果 は芸 能部刊行の 『芸

能 の科学』で発表す る予定 であ る。

3保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造に関す る科学的分析研究,並 びに文化財のおかれてい る保存環

境 の自然科学的研究を行い,こ れ らを基盤 として文化財の保存に関す る技術的研究を

行 ってい る。研究の成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料 として役立

てられてい る。

また文化財の年代測定 ・産地推定の基礎的研究 も手掛けてい る。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 か らな ってい る。

調査研究の結果は,修 復技術部 との共同の機関誌 「保存科学」 に より公表 され る。

化学研究室

文化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む)並 びに

その結果の公表を職務としている。

文化財を構成している各種素材を分析・同定し,さ らにそれらの材質の劣化 ・崩壊

過程の究明を行っている。また劣化現象を環境 ・経過年数等と関連ずけて追究してい

る。

具体的には微量分析及び非破壊分析による無機及び有機質の材質・技法・劣化に関
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す る研究,展 示 ・保存環境に おけ る汚染因子並びにそれ らの文化財への影響に関する

研究等 を行 って いる。

本年度か ら同位体分析 による古文化財の研究を開始 し,科 学研究費(一 般研究㈹)

の交付 を受 け,質 量分析計を設置 した。 これに よって文化財 の産地推定の本格的研究

に取 り組む ことがで きるよ うにな った。

物 理 研 究 室

文 化財 及びその保存 に関す る物理的調査研究並び にそ の公表 を職務 と している。文

化財 自体の構造 ・強 度等 の力学的試 験を行 い,X線,γ 線の ラジオ グラフ ィーに よる

内部 構造,欠 陥,虫 害,腐 朽 の解 明を行 っている。 また赤外線 テ レビに よる銘記,下

絵等 の判読等に リモー トセ ンシングの手法を取 り入れ る試みを行 ってい る。

また保存環境 に関 し,採 光,照 明,温 湿度等 の影響 とその防止 の研究 を行 う他,展

示,収 蔵,梱 包輸送 の際 の適 正条件 の設定 と調節技術 を開発 し,新 施設 を使 用す る際

の必 要な処置の研究 を行 って いる。

生 物 研 究 室

文 化財及びその保存に関す る生物学的調査研究並 びにその公表を職務 としてい る。

徽 ・細菌 ・昆虫等に よる文化財の被害調査並 びに徽 ・細 菌 ・昆虫等の採取 ・培 養 ・同

定及びそれ らの殺菌 ・殺虫等の防除用薬剤の選定 と方 法の研 究 と実施 の指導 を行 って

い る。

以上の各研究室の担当研究員の専門分野の基礎的研究のほか,複 合的な判断,処 置

を必要とする研究対象に対しては部内,部 外(他 研究機関を含む)と の共同研究が行

われている。

それらは展示施設に関する調査研究,輸 送梱包に対する処置,虫 徽害の調査と対策

及び高松塚壁画保存対策への協力等である。

特別研究 「軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究」は修復技術部との共同

研究で3力 年計画の最終年次として,各 分担課題の実験結果が整理され,成 果として

纒め,「表具の科学」として刊行された。
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受託研究は,修 復技術部と協力して行った 「広島市平和記念館保管被爆資料保存の

ための科学的研究」「国宝,重 文日光社寺建造物の保存に関する研究」の2件,当 部

担当の 「史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究」及び 「国宝東大寺金堂(大 仏

殿)鴉 尾漆箔銅板の腐食状態に関する研究」の計4件 が行われた。

科学研究費による研究は,本 年度,特 定研究に新たに 「自然科学の手法による遺

跡 ・古文化財等の研究」という研究領域が設置された。計画研究の五部門のうち保存

科学部門に当部関係として 「新設展示施設および収蔵庫内の汚染現象と収納文化財へ

の影響とその防除法」(代表者 江本義理),「文化財の虫*1害防除法の開発」(代表者

森八郎)の 二課題が認められ,前 者に部内全員,後 者に4名 が参加した。また同部門

の他の研究課題,材 質,技 法,産 地部門の研究課題にそれぞれ分担参加している。

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.文 化財の材質 に関する研究

(1}非 破壊的方法,微 量試料 に よる諸分析法 とそれ らの精度 向上 に関す る研 究

青銅器の成分元素の組成を知 るため,古 銭を試料 として原子吸光分析及び放射化分

析を取 り上げ,分 析方法を種 々検討 し,Cu,Sn,Pb,As,Sb,Au,Ag,Co,Fe,

Znの 成 分の定fを 行 った。

また,螢 光X線 分析 に よる土器,粘 土中のFe,Sr,Rb,Y,Zrの 各成分 の定量法

を確立 した。(馬 渕)

② 各種 材質 の判定及 び年代,産 地の標 準的試料の材質に関す る分析 データーの蓄

積

柄香炉2点(法 隆寺献納御物),考 古試料,銅X20点(福 岡市春 日町 出土),銅 鑑8

点,ガ ラス類,鏡,装 飾 古墳彩色顔料(史 跡佐賀田代太 田古墳)等 につ き,主 と して

X線 分析に よ り材質を分析,技 法 との関連につ き研究を行 った。(江 本)

㈲ 発光分光分析法に よる文化財材質の研究

本年度購 入 した発光分光分析装置 を用い,文 化財材質の微量分析法を検討す るため

次 の実験を開始 した。

各種 顔料の単体,複 合体 のそれ ぞれ基本 スペ ク トル シー トを作成す るため,本 年度
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は緑青,群 青等数種類の顔料を分析 した。

この研究は経 常的に行い,各 種材質 の同定,劣 化,汚 染現象な どの究 明に関す る研

究 に進 め る計画であ る。(門 倉)

2.文 化財 の保 存および 展示環境等 に関 する研究

(1)文 化財 の輸送 梱包お よび展示 に対す る保存科学処理

海外 で開催 した 日本美 術展覧会 出陳 の文化財 につ いて,煙 蒸処 置,密 封梱包 ケース

内の調湿剤封入に よる湿度調整,防 徽 剤の封入,梱 包時 の温湿度測定等必要な 協力お

よび指導 を行 った。(石 川 ・三浦 ・森 ・新井)

1)神 道 美術展(ニ ュー ヨー ク;ジ ャパ ソハ ウス美術館51.9～10シ ヤ トル:シ

ヤ トル博物館51.11～52.2)

2)唐 招提 寺展(パ リ:プ チ ・パ レ美術館52.4～5)

また外国美術品 の国内展等 の展示 ケース内の調湿お よび温湿度の測定 等のfli,11,指

導を行 った。(石 川 ・三浦)

1)東 慶 寺展 上野の森美術館(51.4)

2)全 米美術館収集 世界名作展

国立西洋美術館51.9～10

京都国立 博物館51,11～12

② 施設内保存環境の調査研究

展 示室,収 蔵庫内の温湿度,照 明等の環境 の測定,新 設施設の シーズニングの検討

を行い,展 示 ・保存環境の適 否に関 し調査を実 施 している。 本年度は次の2件 を 行っ

た。

1)神 奈川:遊 行 芋宝物館

2)東 京:立 川市民 会館展示室

また,博 物館 ・美 術館 の照 明灯の分光特性のチ ニックと,紫 外 線 ・赤外線除 去効果

の測定 を行 った。最近開 発されてい る紫外線除去 フ ィル ター,赤 外線除 去 フ ィル ター

の効果の検討 と選定 を行 った。

(3)空 気汚染が文化財に及ぼす影響に関す る研究

本研究は経常的に行 ってい るものであ るが,本 年 度は,次 項 の実験を加 えた。

1)環 境空気の分析法に関す る もの
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環境の異な る大気中に一定 期間銀 フ ィル ターを曝露 し,回 収 して表面を走 査電子顕

微鏡 で観察 した。 また これ らの試料について反射率を測定 した結 果,住 宅地 と都心 を

比較す ると都心 が2～3倍 の早 さで変色 していた。現在継続 中。(門 倉)

2)文 化財環 境空気中の粉 じんの研究

パー テ ィクル カウンターを用い,微 粒粉 じん と温湿度 との関係を調べた。粉 じん粒

子を0。5,1.0,2.0,5,0,10μ の5段 階に分けて同時に記録 し,気 象条件,季 節変化

及び室内の高 さな どに対す る挙動を検討 してい る。(門 倉)

(4)文 化財の材質の密 閉封入内の保存に関す る研究

文化財を温湿度の調整のみな らず,不 活性な ガス(窒 素,ア ル ゴソ等)を 注入 した

密閉 ケース内に保存 し,劣 化現象を最少に止め る意図の もとに,漆,膠,染 料,顔 料

等の各種材質の試片を ケー ス内に放置 してい る。

ア クリルX11,金 属箱の相違,構 造,条 件設定を検討す るため,一 定 期間毎に試片の

物性を測定 し,構 造劣化を調べている。(見 城)

3.昆 虫,微 生物等による文化財 の生物劣化調査とその防 除処 置に関 する研究

文化財の生物 に よる被害 は,昆 虫 と微生物が併 発 している場合 も多 く,そ れぞれ の

担当者が共同 して調査に当 り,昆 虫類の同定,微 生物の分離,同 定 を行 って,発 生原

因 を追究 し,燃 蒸等の防除処概を実施,指 導を行ってい る。

本年度は下記について行 った。

(1)東 京国立博物館の燃 蒸指源(51・4)

(2)熊 本県立図雷館の虫害 調査,そ の対策(51.4)

(3)国 宝如庵の燃蒸指導(51.7)

(4)報 国寺(水 街道市亀岡)の 虫害調査 とその対策(51.8)(以 上 森)

(5)イ ラク国 カルベ ラ砂漠 アル ・クール遺跡出土 ・染織及び 革 製 品 の 燃 蒸 実 施

(51.8)(森 ・見城 ・新井)

(6)秋 田県立博物館の燃蒸指導(51.9)(森)

(7>桂 離宮解体材の虫害調査 とその対1n:(52.3)(森)

4.特 史 ・国宝 ・高松塚壁画保存対策への協 力

前年度に引 き続 き,文 化庁が行 ってい る高松塚壁 画保存に関 し,修 復技術 部 と共同

して,調 査,保 存処置に協力 した。
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(1)保 存施設空調機械の調整時か ら平常運転にかけて,石 室内,取 合部,前 室,外

気の温湿度の基 礎デ ーターの収集 と自記記録計のデ ーターの解 析に努め,保 存環境管

理 に協力 した。

(2)壁 画修復処置の作 業環境保全のため,炭 酸 ガス,溶 剤の除去装置を数段階のテ

ス トを経 て,空 調機 と組 合せ て除 去法 を確立 した。

㈲ 従来通 り長期間密閉後の石室開 口時には,石 室内の空 気組成,温 湿度,微 生物

因子の測定を行 った。 また閉鎖直前の石室内外の微生物因子の採取,殺 菌処置笛を行

い基礎的デ ーターを収集 した。(江 本 ・門倉 ・新井 ・三浦)

5.メ スバウアー分光法に よる土器 ・瓦等の産地及び製作技法の推定(東 京大学 と

の共同研究)

メスバ ウアー分光法に よると,土 器 ・瓦等に含 まれてい る鉄の状態分析を行 うこと

がで きる。鉄の酸化 ・還元状態は産地 の粘土 の特性 と焼成の条件に依存 して変化す る

と考え られ るの で,状 態分析に よ り産地 ・技法の特質を知 り,そ れ らを推定す ること

がで きる。

試料 と して土器一群馬県三原 田遺跡 出土 の未焼成及び焼成土器3点,瓦 一宮城県多

賀城跡 出土 の平瓦3点,同 県加美郡 日の出山窯跡出土の瓦20点,ほ かに現代瓦及び原

料粘土を取上げ,こ れ らについて,加 熱実験 も 加えて測定 を 行 った。Fe(皿)とFe

(II)の 化学 シフ ト,磁 気分裂等を定f的 に識別 でき,土 器の未焼成土器確認がで きる

等,考 古学上の問題 の解 明に応 用できることが確認 できた。測定は東京大学 で行 って

い る。(馬 渕,江 本,東 京大学理学部 助教 授 ・富永 健,同 助手 ・竹 田満洲雄)

6.古 代青銅器の科学的研究

銅才,青 銅鏡,銅 鐸等 の製作技術 の追究を行 って いる。螢光X線 分析,X線 透 視に

よ り遺 物について材 質,鋳 造 および加工状態 を知 り,鋳 型の熱分析等に よ り鋳造技術

に関す る基礎調査を行 っている。

青 銅の主 成分 の配 合比 を変 えた試 料を作製 し,偏 析状 態や実際 に鍛造加工 を施 し,

物 性の変化を追究 してい る。(石川 ・江本)

7.考 古遺物,遺 跡に関す る考古化学的研究

発掘時に埋蔵環境 での変質 と保 存環境での変壊 を考慮 して,遺 物の取 り上げ時に考

古化学的調査 を行 うための測定項 目,方 法等を確立す るため,変 壊生成物等を分析,
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変質機構,測 定 法等を前年度に引続 き検討 してい る。

横穴,遺 構等 の 保存対策 と して 本年度は 装飾古墳,佐 賀 二史跡 田代太 田古墳,福

島:史 跡 羽山横穴 の保存施設 の完成直後 の状況を調査 した。

熊 本:史 跡鍋 田横穴群 の外壁部 変質物等 の分析を行 い原因究 明,対 策 を検討中 であ

る。

江差:開 陽丸 遺物 引揚げ に関 しては,委 員会に委 員 として出ri.保 存処理法につい

て指導 した。遺 物の材 質調査 では金具類 の うち真 輸の銅と亜鉛 の配 合比 が今 日の配合

比 と異 り銅の多い配合比 で,近 世 ヨーロッパの金属材料の材質を知 る上 で興味ある結

果を得た。 また遺物に附着 してい る推積物を分析 し,遺 物の変質 との関連を調査 して

い る。(江 本)

8.漆 塗膜の硬化 ・劣化過 程の研究 と保存対策

(1}初 めて,漆 の木 か ら樹 液を採取 した ものを入手 し,漆 液 の分析を した。 この漆

液を用 い酸化機構を追 究 し,塗 膜 の粘弾性等の物性を調査 した。

② 古代漆の 分析法を 開発す るため,成 分の 分離法を 検討 し,薄 層 クロマ トグラ

フ,赤 外吸収分析法等に よ り精度 の向上に努めた。

(3》 年代 のわか った古代漆試料に関 し,組 成や物性 の変化等,分 析デ ーターの蓄積

を はか ってい る。(見 城)

9.リ モー トセンシンゲの文化財への応用

リモー トセンシングは,元 来 「対象 に対 して非接触 でデーターを集録す る」 とい う

測定技 術を意味す るが,現 在は,主 として地球 の環境評価や資源探査を 目的 とす る特

定の技 術に対 して用い られ ている。文 化財 において も不明瞭な画像や,色 々な情報 の

重な った画像か ら,希 望す る特定 の画像だ けを補正 して取 り出す画像処理 の技術が有

効 であ ると考え,基 礎 的な調査 と実験 を行 った。 また,前 年 度に引 き続 いて第2回 リ

モー トセンシングシンポ ジウム(51,11)に 参加 した。(三 浦)

B特 別 研 究

軸装等の保存及び修復技術に関す る科学的研究

(江本 ・馬渕 ・見城 ・門倉 ・石川 ・三 浦 ・新井 ・森)(修 復技術 と共 同研究,48頁 参

照)
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C受 託 研 究

1.国 宝 ・重文 日光社寺建造物の保存に関す る研究(修 復 技術 部と共 同研究,関 連

項 目48頁 参照)

日光二社一寺所管の 指定建 造物 の 外 装 として 用 い られている 漆塗装,彩 色につい

て,日 光の多湿,寒 冷 とい う特殊環 境下 での劣 化,変 色 等の原因 究明 と保存対策 を立

て るのを 目的 としてい る。

本年度の研究課題 は,次 にあげ る2研 究 である。

(1)防 徽剤の薬物 試験 と薬 剤の選択

前年度,サ イアベ ソダゾール(TBZ),チ モール,ナ ル トフ ェニール フェノール

(OPP)の 三種 の 防徽剤 について,そ の 濃 度 と 材質へ の 影響 を検 討 した。 その結

果,TBZは0,1%,チ モール は2.0%,OPPは0.5%の エタノール 溶液が 材質 に影

響のない濃度であった。

本年度は上述の結 果に基 づ き、それ ぞ れ の 防徽剤を,檜 材に顔料(黄 土,緑 青,

朱,ベ ンガラ)を 塗布 した 手板に噴霧処理後,麹 カビ,青 カビ,ク ラ ドスポ リウム,

トリコデルマの4種 のカ ビ胞 子を散布 し,30日 間培養 して防徽効果を判定 した。

結 果は,TBZは0.1%以 上 で効果 があ りiO.5%で 完 全に阻止効果 を示 した。 チモ

ールは,5%で 阻止 効果 が 明 らか であるが,OPPは0.5%で 効:果を 示 したが持 続 し

なか った。

この結 果,チ モール2.0%,OPPO.5%の エチル アル コール溶液の0.05ml/cm2表

面 処理 では 防徽効果 は 期待で きないが,サ イアベ ンタゾール0.1%,0,5%処 理 な ら

ば効果 を期 待できる。 さ らに 日光社寺の 自然環境で実施する ときは0.5%溶 液に よる

表 面噴霧 が必要 であ ることが 明らか とな った。(新 井)

② 漆塗装 及び唐 油彩色,生 彩色 の劣化現象

漆塗装 に関 しては,重 文大猷院二天門の朱漆の変色,剥 離 の原 因究 明のため,現 地

調査 を行 い,そ の際採取 した剥離片等につ き分析 し漆,ベ ンガラの割 合を出 した。ベ

ンガ ラ漆 の上 に塗 ったす き漆 の品質に問題があ るように判断 され た。

重文東照宮本殿 ・透塀格狭間の上下長押に施 された唐 油彩 色,生 彩色 の変退色 の原

因 を究 明す るため,紫 外線に よる劣化を予想 して変色部位 と日照 の関 係,照 度 と光量

を秋期に測定 した。積算光量 の測定法を試験 した。
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顔料 の変色現象 につ き,修 理工程 と同一手法に よ り修理事務所で作成 した手板試料

(群青,緑 青,黄 土,朱,辮 柄)を 長押上下に 設置 し,劣 化試験に 供 し,大 猷院に設

置 した漆 お よび合成塗料 の塗装試片 とともに変化の観察,色 彩計に よる測定を行 い,

長 期継続 を計 画 している。(江 本 ・見城 ・三浦 ・西川 ・中里)

環境 の基礎 データーと して必要 な温湿度調査は東照宮(西 廻廊,南 西隅)二 荒山神

社(本 殿 ・北西 隅)大 猷院(二 天門)で 前年度 よ り観測点を幾分移動 して測定を行 っ

ている。(三 浦)

2.重 文 ・国宝 ・東大寺金堂(大 仏殿)鴎 尾漆箔銅板の腐食状 態に関す る研究

鵬尾 に使 用され ている漆箔銅板 の金箔及び銅板の折損,破 損劣化状況を調査 し,再

使 用の可能性 及び取 り替材 の選択のための資料 とす る。

銅板 のか しめ部分 等の折損,磨 耗及び腐食の程度,金 箔の磨耗,剥 離につ きX線 を

透 視,顕 微鏡写真撮影等に よ り調査研究を行 った。

銅板 の材質は,銀,鉛,鉄 を不純物 として微量含 む銅で,い わゆ る 「山がね」 であ

る。金箔は厚み5ミ クロン程度で一枚張 りである。

か しめ部分は局部腐食が認め られ る箇所が多 く,折 損,破 断 してい る所 もある。金

箔 は ピンホール,ス リ傷が多 く,そ れ らに よる腐食が,金 箔の下 に喰込 んでいる部分

が 多い ので長期間には金箔の鋼脱が広範囲に及ぶ ことが 予想 され る状態 であるこ とが

判 明した。(江 本 ・石川)

3,虎 塚古墳石室彩色歴画保存のための調査研究

発掘調査後,埋 戻 した まま石室 内の環 境を調査 してきた。 本年度は過 去のデー ター

の うち欠落部(6・1・3月)の 測定を行 い,石 室 内の温湿度,空 気組成 と外気 の四季

変化 との関係及び微生物の消長について調査 した。

石室 内は温度13～17℃,湿 度95～98%R.H.,空 気組成は酸 素17～18%,窒 素75～

76%,炭 酸 ガス3～4%で,酸 素,窒 素は標準 大気に 比 して 低 く,炭 酸 ガスは100倍

の値を示 していた。(昭52.1月,40ケ 月経 過)ま た微生物に 関 しては,40ケ 月目の測

定 で細菌数210～330個/ms,糸 状菌 数200～225個/m3で あ った。15ケ 月 目と数 の上

では変化な く,空 気組成 と共に石室 内は安定 した状態 とな ってきてい るこ とを示 して

い る。

石室内温度は外気の四季平均温度変化 に比 し,振 幅は1/5よ り小 さ く,位 相のずれ
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は3ケ 月程度遅れた周期で変化 してい るように推定 され,さ らに測定をふやすべ く.

次年度 も継続す る。(江 本 ・新井 ・見城 ・門倉)

4.広 島平和記念資料館保管の被爆資料保存のための科学的調査研究(修 復技 術部

と共 同研究50頁 参照)

不活性 なガス封入の アク リル展示 ケース内環境保持法の研究

前年度 の単一 ケースの実験を基に,同 型の三連の ケースにつ き,コ ック,パ ッキ ン

グを改 良 し,シ ー ラーの選択,加 湿 した窒素 ガスの経済的封入又は流 し方の調整法を

2～3検 討 し,良 好な結果 を得た。実際 の展示に際 してそ の中か ら選ぶ こととした。

また空気の洩入を 検知 するモニ ター記験紙に ついて も研究 を継続 している。(見 城)

D科 学 研 究 費

1.新 股展示施 股及び収蔵庫内の汚染現 象と収納文化財への影響 とその防除法(特

定研究(1)代 表者 江本義理)

新営の展示 ・収 蔵施設内での損傷 は,コ ンク リー トに含 まれ るアルカ リ性成分や,

内装建材に起因す る因子,及 び生物 汚染に よるものが予想 され る。これ らの突態を正

確に把握す るため,汚 染因子,温 湿度 と光等 に関連 した相互 の相 乗作 用を調査す る。

館内環境の各因子の測定法,収 納品への影響 の判定法 を確立 し,保 存展示環境の標準

的諸条件を設定 して,そ の防除法を研究する。

本年度は,(1)施 設の環境調査 と,② 汚 染因子 の 材質へ の 影響実験に 重点 を置

き,「枯 らし」 の時期,展 示 ・収納 の適否の判定を 行 うための モ ニター(テ ス トピー

ス)の 選定 を 目標 とした。

(1)施 設 の環境調査

新設収蔵庫 として岡崎市所在,大 樹寺収蔵庫を と りあげ調査対象 とした。同収蔵庫

は建物 の断熱効果 を上げるため二重屋根,二 重隔壁を持つ躯体構造で,庫 内に方丈 の

将軍の間を再現 し,重 文の襖絵 をは め込み展示 ・収納す る方式を採用 してい る。庫 内

の環境状況 と空調機の運転 条件 を定 めるべ く,方 丈将軍の間その他の部室,庫 内等 の

温湿度 ・汚染因子を きめ細 か く測定 し,テ ス トピースに よる測定を行 った。 また京 都

市,妙 蓮 寺 ・智積 院 ・高山寺の10年 近 く経過 した収蔵庫につ き,環 境の比較調査 を行

った。
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② 汚染因子の影響判定用モ ニターの選定

コンク リー トの アル カ リ性因子,内 装木材の揮 発成分の影響の実験 及び実地 測定を

行い,ア マ ニ油含浸炉紙,密 陀僧,銀,銅,鉄 板,染 料,油 絵具の試料等はモ ニター

として使用 できることが明 らか とな った。

2.文 化財の虫徽害防除去の開発(特 定研究(1)代 表者 森 八郎)

文化財の虫徽害防除におけ る基本的な考え方は,文 化財の材質 に変質 ・変色な どの

悪影響 を及ぼ さないで,加 害生物を殺滅,防 除する ところにあ る。本研究は,文 化財

材質に悪影響 を及ぼ さない薬剤の選 定 と,文 化財に 即 した 防除法の 開発を 目的 とし

た。

本年度は,木 質文化財(木 造建造物,木 彫 仏像,屏 風,絵 画等),紙 質文化財,織

物文化財(毛 織物,絹,麻,木 綿等),そ の他の加害昆虫の モ ノグラフを 実態調査に

基 づいて作成 した。市販の6種 の畑蒸剤の殺虫 ・殺菌効果 について 検討 した。(森 ・

大槻)

材 質へ の影響 では,影 響の認め られない最少薬量,湿 度の影 響,畑 蒸後の脱着試験

を実施 した。 ホス トキシンは,銅 を 含有 す る 材質 と 反応 して 黒色物 質 を 生成 し,

DDVPは 密陀僧に変化を与えた。(林 ・見城 ・三 浦)

燃蒸終了後 の残留 ガスの処理方法は,大 気汚染 と関連す る重要 な問題であ るので,

活性炭 による残留 ガスの安全廃棄処理装置を試作 した。その他,活 性 炭吸着 能を判定

す る警報器 の取 り付け,活 性炭の カー トリッジ方 式の創案,ま た燃蒸剤気化器の改良

も試 みた。(門 倉)

以上 のほか,他 の研究機関 の代表者に よる計画研究に参加 した ものの研究課題 及び

分担課題,分 担者 は次の如 き ものがあ る。

「金属 製遺 物の非破壊的方法に よる 材質分析の 原理的検討」代 表者 京都大学文学

部教授 樋 口隆康

分担課題 金属 のX線 分析(江 本)

金属の放射化分析(馬 渕)

「遺構 の埋蔵環 境 と劣化現 象な らびに保存処理に 関す る 研究」代表者 奈良国立文

化財研究所 横山浩一

分担課題 埋蔵環 境と劣化現 象(江 本)
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「科学的方 法に よる古彫刻 の構造 ・材質 ・技法の研究」 代表者 東京国立文化財

研 究所 久野 健

分担 課題 古彫刻 の材質及び構 造に関す る研究(石 川)

3.同 位体 分析 による古文化財 の研究(一 般研究㈲ 代表者 馬渕久夫)

分担 課題

試 料蒐集(江 本)

化学分析(見 城 ・門倉)

従来,化 学 的手法に よる古文化 財の産地推定 には,成 分元素の組成の変化が用い ら

れて きた。鉛 とス トロンチ ウムは,天 然放 射性 核種 の影響を受けて産出地に よって同

位体比の変動が見 られ 産地推定 の指標 とな り得 る。最近著 し く発達 した質f分 析計に

より,鉛 やス トロンチ ウムな ど産 地に より同位体比 の異 なる元素 の同位体組成を精密

測定す ることに より産地推定 が可 能となる。

本研究では,金 属器 ・ガ ラス ・顔料等は鉛 同位体 で,土 器 ・陶器 ・瓦等は ス トロン

チ ウム同位体で推定 しようとする ものである。

試料 と して,中 国青銅鏡破片,古 銭(中 国,朝 鮮,日 本銭),土 器,瓦 等を 入手 し,

これ らについて,試 料採取量及び,同 位体比 と組合せ て考察 ・判断す る元素パ ター ン

を得 るため,主 要成分元素の定量を行 った。試 料か らの分離,精 製に関 しては陽 イナ

ン交換樹脂を用い る方法を確立 した。

同位体比測定は,質 量分析計が設置 されて以来,標 準試料 を使 って感度 と精度のチ

ェ ヅクを行 ってい る。

4.新 しい赤外線工学に よる絵画の光学的研究(奨 励 研究㈹ 代表老 三浦定俊)

従来,絵 画 の光学的研究には 赤外線 フ ィル ムが 用 い られ てきたが,本 研究は新 し

い赤外線TVの 利用 と,得 られた画像を改善す るための画像処理技術 の応 用とを 目的

と した。

いままで用い られ てきた赤外線 フ ィル ムは解像力の点 で優れ,黒 く汚れた墨書や,

黄褐変 した絹 の上 の墨線な どに対 しては偉力を発揮 する。 しか し,山 水画 などで厚 く

塗 られ た緑青 の下 の墨線を見たい場合,赤 外線 フ ィルムでは検 出できなか った。赤外

線TVは,や や長 い波長 の赤外線 まで感 じるの でかな り明瞭に検 出できる。 ただ,写

真に比 べて解燥力に難 があ り,そ のまま資料 と して用い るには細い線の時 な ど不適 当
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なこ とが多 い。 このためにTVの 画像を一 度普通写真に撮 影 して,得 られた ネガに画

像処理 を施 して みた。「マスキング」 によって ある程度画像は 改善 され る ことがわか

ったが,欠 点 も多 く,こ の点 に関 しては まだ研究すべ き点が 多い。

4修 復技術部

■ (1)概 要

修復技術部は,文 化財 の修復 に関す る科学的,技 術的調査研究 とその公表 を主務 と

する部 で,保 存科学部が,主 に文化財 の保全にかかわ る科学的分析研究をつか さどる

部であるのに対 し,修 復技術部は,老 化破損 し,あ るいは後世の付加物のあ る文 化財

につ いて,も との正 しい状態に修理 し,あ るいは復元す る方法についての科学的,技

術的研究を担当 してい る。

研究対象 と しては,絵 画,書 跡,彫 刻,工 芸品,考 古資料な どは勿論,木 造建 造物

の組物や細部に描かれた絵,石 造構築物な どに及ぶ極めて広 範囲の文 化財があげ られ

る。

研究組織 としては,2研 究室7研 究員か らな っている。

箪一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的・技術的調査研究とその結

果の公表を主務とするが,現 在は石 ・金属その他無機材質のものも研究対象とされて

いる。

将来第三研究室開設が可能になった場合は,そ こで無機材質の文化財の研究が行わ

れる予定である。

唖

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結

果の公表とを主務とする。

両研究室とも,経 常的な研究として,有 形文化財を構成している材料,構 造,製 作

技法についての研究や,そ れらを修復するための伝統技術の整理体系化と科学的裏付
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け の資料 集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復へ の応用 と開発のための臨床的

な研究 な どを実施 して おり,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損 部充墳 等

に ついて各種 合成樹脂 の応 用と技法の開発に努め ている。

これ らの研 究過程に おい ては,保 存科学部 との共 同研究が必要な部分 もあ り,ま た

部内において も,一 つ の文 化財が二つ の研究室 に またが る複合的な材質か らな る場合

も多 く,そ れ らについては 両研究室員に よる 共 同作業に よって 研究が 進め られてい

る。 これ らの詳細は次項に 記す通 りで ある。

特 別研究 「軸装等の保存 および修復技術 に関す る科学的研究」は3ケ 年の継続研究

として最 終年 度を迎 え,そ の成 果は報 告書 「表 具の科学」 と して 公 刊 された。(Ⅳ 事

業1出 版(4)68頁参照)

受託研究は

(1}重 文 日光男体山頂出土鉄 製品の修復処置 研究

② 国宝 ・重文 日光社寺 建造 物の保存に関す る研究(保 存科学部 と共 同研究)

(3}県 重文建暦寺菩薩面 の修復処置法に関す る研究

(4)重 文大樹寺方丈障壁画彩色剥落止めの研究

(5)国 宝北 野天満宮 本殿 内部漆地板絵の修復処置の研究

(6)広 島県平和記念 資料館保管の被爆資料保存 のため の科学的研究(保 存科学部 と

共同研究)

等 を実施 し成 果を挙げ た。

■

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.伝 統的 製作技法 及び 修復技術の研究

修復技術部の経常的な研 究主題の一 つと して,伝 統技 法の調査研究があ る。現在は

彫 刻(木 彫像の木寄せ法,彩 色技法,金 銅仏鋳造 技法),工 芸品(漆 芸 ・木工芸技法),

絵画 ・書跡の装演技法,出 土金属工芸 品の技 法な どを研 究対象 としてい る。 これは作

品が ど うい う材料を用 い,ど の様に造 られてい るかにつ いての実査 を交 えた資料蒐集

分析,過 去 の修理記録及び実査 デー タに基づ く,修 復技 術の細部 の分析を行 い,こ れ

に科学技術が どの様に応用 され得 るかを明 らかに しようとす る ものであ る。
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(1)彫 刻の製作技法,修 復に関す る実査研究

本年度は,従 来か ら実査 した資料の整理図化分析を継続 して行 うと同時に,京 都美

術院国宝修理所の修理現場での技法実査,奈 良法輪寺 の重文 木造十一 面観音 立像 他約

10件 の平安木彫像の実査,資 料蒐集を実施 した。一方 前年度 に引 き続 き,金 銅仏 の作

例 として,東 京国立博物館保管の重 文丙寅銘弥勒半蹴像,同 辛亥銘_ti..,・.薩立像 のタガネ

技術実査 を行い,資 料を整備 した。(西 川)

(2}漆 芸技法の研究

本年度 は,中 尊 寺大 長寿院 蔵の国宝沃懸地螺釦購架 ・沃懸地蝿釦灯台 を調査 した。

(中里)

㈲ 出土 金属工芸 品の製 作技 法の研究

本年度 は,重 要文化財 ・福岡県沖 ノ島遺跡出土遺物一括お よび刀剣博物館所蔵 の環

頭大 刀の実査 を行 い,製 作技法資料を蒐集 した。(青 木)

(4)装 潰技法の研究

伝統技 術の一つ と しての装演技法の資料蒐集 と調 査研 究は,別 項特別研究(48頁)

によ り促進 され,一 部は,52年3月 発行の 「表 具 の 科学」(特 別研 究報 告)に 発表 し

た。 また本年度 も海外展(パ リにおけ る唐 招提 寺展)の 出品物につ き,文 化 庁に協力

して,保 存のため,一 部糊 さし,繕 いな どの修復処置 を実 施 した。(増 田)

2.合 成樹脂に よる彩色剥落止め技法の研究 と実施

本年度の剥落止めの研究は,従 来 か ら困難視 され ていた漆塗 りの剥離に対す る接着

に重点を置 き,浸 透性の よい水溶性 アクリル樹脂(バ インダー18)等 と流動性 のない

揺変エマル シ ョソ等の適用を検 討 した。そ して受託研究の北野天満宮本殿板絵の処置

他同 じく建暦≡寺蔵 菩薩面の処置に使 用 し,ほ ぼ期待 どお りの 成 果 を 得 た。(樋 口)

(C受 託研究49頁 参照)

3.木 造文化財 の合 成樹 脂による修復の研究

(1)人 工木 材に関す る基礎的研究

ア ラル ダイ トXNIO23(エ ポキシ樹脂+ガ ラスマイ クロバル ーソ)は,SV426(エ

ポキシ樹脂+フ ェノール樹脂 マイ クロバル ーン)に 比べて吸水性 が小 さく,耐 久性が

優れてい ると考え られ る。 このXNIO23に ついて,圧 縮,舅 断,曲 げ,引 張 等の試験

を行 い,接 着 力,接 着耐久性,機 械的強度について検 討 した。耐候 性については,手
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板に樹 脂を盛 付接 着 した もの,及 び,手 板にわ ざと欠損部を作 り,そ こに樹脂を充愼

した ものを試 料 とし,屋 外 曝露及び ウェザ ー メーター処理に よる 試 験 を 続行中であ

り,現 在 までの所,屋 外曝露半年,ウ ェザ ー メーター処理1,500時 間でほ とん ど変化

は見 られない。(西浦)

(2)合 成樹脂に よる建築構造材 の修復技術の研究

重文平山家住宅(群 馬県)の 中引梁の修復処置 の指導 を行 った。 この梁は構造的役

割が大 き く,又 意匠的に も重 要な ものであるが,内 部が腐朽 して空 洞化 していた。処

置は表皮 の内側をFRPで 強化 してお き中心 の空洞部に湾曲 させ た 集成 材 を 組 み 込

み,表 皮 との間隙は発泡 ウ レタンで充墳 した。昭 和49年 の 古河市中山家 住宅 の 梁の

修復 の際 は,空 隙に エポキシ樹脂(ア ラル ダイ トSV426)を 充填 したが 作業{ll三が 悪

く,今 回 はこの点を改良 した ものであ る。(樋 口)

重 文茂 木家 住宅(群 馬県富 岡市)解 体修理に伴い,墨 書の認め られ る梁材が虫害 ・

腐 朽に より再 使用不可能 のた め 取外 し,イ ソシアネ ー ト系合成樹脂(PSNY-10)を

含浸 して全体を強化 し,剥 離 小片 は。繊維素系 合 成 樹 脂(セ メダインC)で 接着 し

た。(茂 木)

4.石 造文化財の修復処理 法に関 する研究

(1)大 分県豊後高 田市,特 別史跡重文熊野磨崖仏 を美術院 国宝修理所が修復す るに

ついて,合 成樹脂に よる強化処置法を指導 した。

石表面 の脆弱化 した部分の強化には最近 開発され た新型 のアル コキシル アル キルシ

リケー ト系強化剤 を含浸 させ,亀 裂には当研究所 で試 作 したギヤーポ ソプ式 樹脂注入

機 を用いてエポキシ樹脂 を注入充颯 し,更 に表面 全体に石材の呼吸 を阻害 しない で,

か つ比 較的耐久性 のあるシ リコン系掻水剤を散布 し防水効果をあげ,石 質の風化 を防

止 す る様な処置 を施 こした。(樋 口)

② 樹脂含 浸強 化処置 に関す る基礎的研究

劣化脆弱化 した石材を固定 強化す る為 の含浸用樹脂 に つ い て,浸 透 性,固 定強化

力,耐 久性,文 化財への適応 性を各種試験に よ り検討 した結果,エ チル シ リヶ一 ト系

バ インダー 〔SS-101〕が極立 って優秀 であることが判 った。又,樹 脂処理後,表 面に

シ リコン系 の掻水剤 を塗付す ることが非常 に有効で あることが判 った。(西 浦)

1
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5.出 土遺 物の修復技術研究

(1)本 年度 は東 京国立博物 館保 管,山 梨県大丸山古墳 出土鉄製品一括,福 井県吉井

町出土短 甲,奈 良県墓 山古墳 出土 冑など7件 の鉄製遺物の処置を行 った。

鉄製品の修 理は年 々新 しい工夫 が加 え られ,修 復技術 と して確立 されつつあ る。

過去においてパ ラフ ィソを用いて修理 を行 った遺物が多 い。遺物を痛め ることな く

パ ラフ ィンを除去す るのはむずか しいが,本 年は硅藻土を ポ リビニル アル コールで練

って,遺 物に塗 り,105℃ で熱 してパ ラフ ィンを吸着 させ る方法を確立 した。

青銅 製品の腐食 につ いては,従 来あ ま り問題に され ていなか ったが,近 年 出土例が

増加す るにつれ,ブ ロンズ病に よる腐食破損が無視で きな くな って きた。そ こで本年

は,欧 米で実 施され ている,ベ ン ゾ トリア ゾール法,セ スキカーボネ イ ト法,電 気分

解法な どにつ いて新 しい銅板に プ ロソズ病 を発生 させた試験体を使 って追試実験を行

った。(樋 口 ・青木)

(2}出 土漆芸品 の保存に関す る科学的研究

出土 した漆芸品 は木部が腐朽 して漆膜のみで残存す る例が多いが,こ の様な漆膜 を

保存す る為の修復技術 の開発を実験施工 した。

遺物 は東京都文京区動坂遺跡出土の朱盃(江 戸時代)と 山形大学 より依頼 された縄

文時代 漆膜 の二点があ る。 まず前者についてはPEG含 浸後,漆 下地 を取 除いておき,

復元 した木部 にこれを貼付け る方法を試みてい る。後者は泥に埋 まっていて形 状が確

かめ られ ない ため に,回 りの泥 ごとPEGで 固め,処 理後外側の 余分 の泥 を除 去 して

修復す る方法 を検討中であ る。 これ らの方法の成果を もとに,来 年 度の受 託研究予定

の仙台市伊達政宗霊廟 出土遺品の内キ セル箱の修復 を計画 してい る。(中 里)

6.特 別史蹟 ・国宝高松塚古墳壁画修理事業への協力

文化庁 直営工事 として,51年8月 か ら52年2月 迄7ヵ 月間行 われ た壁 画修 理事業 に

伴 う,修 復技術部 の協力要項は下 記の通 りであ った。

(1)石 室出入 口(盗 掘 口)の 閉塞 ブロックの設計 と材質検 討(西 川 ・樋 口)

(2)修 理用合成樹脂に関す る検討(樋 口)

㈲ 修復処置の実施協力(増 田)

又,51年11月13日,奈 良飛鳥資料館で行われた壁 画修復 委員会に は,西 川 ・樋 口 ・

増田が 出席 した。 なお,増 田は文化庁併任職員 として,全 期間,修復 処置に協 力 した。
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B特 別 研 究

軸 装等 の保存 および修復技 術に関 する科学的研究

掛軸 ・巻物仕立ての文 化財 は古来 より伝え られ た極 めて高度 の装漬技術に よって修

復,製 作 され て来たが,そ の工 程細 部についての分析研究 は今 日まで為 され た事がな

い。 この研究の 目的 はその様 な装横技術 の材料 と技術 につ いて基礎的 ・科学的裏付け

を行 うと共に,標 準 的な工程 記録を製作 し,又 保存 箱(桐 箱)の 科学的 な効果を確か

め るな ど保存環境についての検討を加え,更 に新技 術応用 の一環 と しての漉 嵌め機の

研究を も行 って,軸 装文 化財の保存 に寄 与 しようとす るものである。

本年度は最終年度にあた り,12項 目にわた る2年 間の実験 データ,調 査記 録の整理

解析 を行いその報告書 「表具の科学」を刊行 した。(Ⅳ 事業1出 版(4)68頁参照)

C受 託 研 究

1.1要 文化財 ・下野国男体山頂出土金属製品保存修理 処置の研究(栃 木)

この物 件は,二 荒山神社所蔵の もので,国 庫補 助事業 として,修 理が行 われ るが,文

化 庁の要 請に もとづ き,当 部がその修復を行 うこととな った。防錆 ア ク リルエマルシ

ョンによる減圧含浸強化処置,合 成樹脂に よる欠失部の修 復な ど,従 来か らの安定 し

た技 法に よって行われ るが,本 年度はその初年度で,約200点 の鉄製品を対 象とした。

2.国 宝 ・重文 日光社寺建造物 の保存 に関す る研究(保 存科学部 と共同研究,38頁

参照)(栃 木)

新旧彩色及び塗漆 の現況 調査(西 川 ・中里)

3.県1文 ・建 暦寺菩薩面の修復処置法 に関す る研究(千 葉)

千葉県君津市建暦 寺蔵 の菩薩 面四面 で,鎌 倉時代 の製作 と考え られ るものであ る。

この内の一面は左半 面のみの もので彩色 はす でに な く,や や厚手で他の三面 とは製作

が異 なる。

残 り三 面の現状 はほぼ同様 で,い つれ も割 損が あ り,一 部欠損す るが,以 前 に漆及

び合成樹脂で修理が行われている。面表の金泥塗 りはすでにか な りの面積 が剥 落 して

い るが,残 存部分 も下 塗 りか ら剥離 している所が多 く,又面裏 の当初 と思 われ る塗漆 も

漆下地か らの剥落が進 んでお り,残 存 部分 もひどい剥離を生 じて危険な状態 にあ る。

この様な現状に対 し処置 は,ま ず面表 の金泥層 に対 しては水溶性 ア クリル樹脂(バ

.・
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イ ンダー18)の アル コール添加液 によ り剥 落止 めを行い,一 部に アク リル樹脂(パ ラ

ロイ ドB72)溶 液 も併 用 した。

面裏 の塗漆に対 してはパ ラRイ ドB72溶 液注入後,揺 変エマル ションに よって接着

した。一 部には アク リル樹脂 ヒ ドロゾル も試用 した。修理 してあ る割損部は一 部喰い違

いが見 られたので取はず し,麦漆及び揺変エ マル シ ョンで付け直 した。空隙部には木屑

をつめ た。面裏 の塗漆剥落部分に は薄 く漆下地をつけ て平滑 とし,全体にす り漆 した。

なお 金泥部分は モノブチルア ミンの 稀薄 水溶液に よって クリーニングを行 った。

4.大 樹寺方丈重文障壁画彩色剥落止めの研究(愛 知)

岡崎 市大樹寺の新収蔵庫完 成に 伴い方丈障壁画は収蔵庫 内に移 しかえ られ る事 とな

り,3力 年 計画 の国庫補助事業 と して遠藤工 房がそ の修理 施工 を担当 した。 切年度の

51年 度は3日 間,'i三狩 り間 の障壁画11面 と長押上 の小壁12面 計23面 の貼かえ工事が行

われた。この内受 託研究 の対 象となったのは,装 漢技術に よる改装修理を行 う前の彩

色顔料 の剥 落止 め処置 の実 施 と指導 である。

顔料の劇 離は特定顔 料に 多く,胡 粉,岱 赫部 分が ひどい。1'め 胡粉塗 りの手板を作

り最適樹脂 とその濃度 を決 め,水 溶液 ア クリル樹脂(バ インダー18)の10%溶 液に ア

ル コールを適量添 加 した ものを用いて現地 で処 置 した。絵 をはがすにあた っては画面

を レー ヨンペーパ ーをふの りで貼 って養生 した。東京の遠藤工房 ア トリエに搬入後,

施工中に剥離 した顔料に対 しては さらに剥 落止 めを行った。

特に顔料の反 り返 りの強い部分については感圧性接着剤(ア クリル系)を 用 いた。

5.国 宝 ・北野 天満 官本殿内部漆地板絵 の刺落止 め処置の研究(京 都)

北野天満宮本殿は51年 度の国庫補 助事業 として改 装工 事 ・彩色剥落止め工事等が行

われたが,そ の工事の一 部である本殿 内部 漆地 の彩絵 の修復処 置には科学的 な技術検

討を必要 としたため,受 託研究 として実 施 した。

本殿正面の両端柱間の漆地板壁 に阿明・の唐獅子 図が画か れてお り,こ の漆地 の破損

に よって唐獅子図に もひ どい 損傷を あたえてお り,又 彩色層 自体 に も剥離 部分 が多

い。

処置は まず彩色層に対 し水溶液 アク リル樹脂(バ インダー18)の10%溶 液 を注入 し

て接着 し,更 に表面に5%溶 液を塗 布 して顔料の脱 落を防 いだ。漆地剥離 に対 しては

あ らか じめバ インダー18を 注入 してお き,後 か ら揺変 エマルシ ョンを入れ て主に画鋲
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を もって押えた。

この施工に よって漆地の剥落止めに対す る処置法の見通 しがつ いた。

6.広 島平和記念資料館保管の被爆 資料保 存のための科学的調査研究(保 存科学部

と共 同研究40頁 参照)

この研究は50年 度か ら継続 して実施 された もので,① 朽 損 した紙製 品に対 し,欧 米

式 の合成樹脂 フ ィル ムに よる ラ ミネー ション法の 実験検 討を 続けたが,結 論 と して

は,元 の紙の質感を損なわないで処理す ることがむつ か しく,かxっ て有機 ガラス板

に透 明シ リコンを うす く流 した もので両面か ら紙を挿 み,保 存す る方法が最 もよい こ

とが確認 された。②朽損 した繊維 製品を,密 閉 した有機ガ ラスケース内に納め,窒 素

ガスを封入 して環境保持を計 る方 法は,本 年 度,ケ ースの密 閉度 の 改良 を 行い,か

つ,複 数 のケースをパイ プで連結 し,一 方 か ら窒素ガスを流 し,各 ケース内の環境を

均一にす る方法を実験検討 し,メ ンテナ ンスの面か らも,ま た経費の面か らも実用化

の見通 しがついた。 この研究 は51年 度 で一応打切 り,52年 度以降,現 地で実行に移 さ

れ る予定であ る。

●

D科 学 研 究 費

古美術品,古 建築の主 要材料で ある木材 及び その化粧材料,接 着剤の劣化と修復処

置の耐久性,強 度に関す る研究(特 定 研究(1)代 表 者 西川杏太郎)

この研究の 目的は古美術品,古 建築 等に 用い られ る 木材 とその 表面に 塗 られる漆

膜,彩 色層の劣化変質現 象及び木 材の接着充填 に用 いる漆 ・膠等の伝統的 材料や各種

合成樹脂等化学的材料の強度耐 久 ・耐候性,経 年変化 の実態を科学的に明 らかに し,

一方建造物の部材 とその結合部 の構造的強度 ,耐 久性,経 年変化の実態を検 討 し,併

せて木造文化財の保 存と修復技術 の改 良に役立たせ るものであ る。

本年 度は各種顔料の内,膠,合 成樹脂,豆 汁を膠着剤に丹 ・白土 ・胡粉 の塗手板約

100枚 を製作 し,ウ エザー メーター,曝 露試験に よって耐久耐候試験を開始 した。

また,建 造物の継 手仕 口4種 につ いて5分 の1の 模型を66本 製 作 し,強 度試験 を行

った。

これ らの結果は昭和52年1月27日 ～29日,奈 良教育大学において行 われた研究成果

に 関す るシソポジウムで中間報告 として発表 され た。
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修復技術部 ・主要研究業績

その内容は次の様なものである。

桧板上の丹塗,彩 色下地としての胡粉,白 土の耐久試験経過報告(西 川杏太郎)

建築物修復用人工木材強度試験報告(樋 口清治)

古建築の部材継手・仕口模型による強度試験準備及び経過報告(伊 藤延男)

5主 要研究業績 繕 騰 懸 蝉 説④:騰

美 術 部

川上 浬(美 術部 長)

① 中国の名画(鶴 田武良 と共著)世 界文化社52.2

② 王鑑の画蹟(一)美 術研究304号52.3

③G・B・ サ ソソム著,福 井利吉郎訳 「日本文化 史」につい て 解説

東京創元社51.11

関 千代(主 任研究官)

② 松園の芸術

③ 青邨の武者絵

④ 近代の肖像画

⑤ 近代の肖像画

⑤ 松園の人と芸術

田村 悦子(主 任研究官)

① 三蹟一道風 ・佐理 ・行成

③ 明治 の書

西 宮市 大谷美術館 「松 園展」 目録51.4

武道113～12451.4～52.3

美 術部研究会51.11

京都国立 博物 館夏期講座51.8

山種美 術館51.10

「日本 の美術」122至 文堂51.7

日本の歴 史15集 英社51.6

柳沢 孝(主 任研究官)

② 高松塚古墳壁画に関する二,三 の新知見(秋 山光和と共同)

月刊文化財154

② 文保元年の軸銘ある新出両界曼茶羅図 仏教芸術110号

② 真言八祖行状図と廃寺永久寺真言堂障子絵(三)美 術研究304号

一51一

51.?

51.12

52.3



調査 研究

③ 一字金輪曼茶羅 日本経済新聞(美 の美)51,8

④ 高松塚古墳壁画調査報告一双眼実体顕微鏡写真を中心として一

美術部研究会51,6

④ 十二世紀仏画の二潮流 美術史学会支部大会51,10

④ 技法上よりみた古代日本絵画の問題点(秋 山光和と共同研究)

科学研究費特定研究 「古文化財」研究会52・1

④ 韓国古美術の調査報告 美術部研究会52.2

曼

猪川 和子(主 任研究官)

② 関東の鉄仏と丹党

② 兵庫中山寺の十一面観音像

② 筑紫観世音寺観世音菩薩像考

④ 関東の鉄仏とその背景

⑤ 関東の鉄仏

史 　 と美 術466号51.7

美 術研 究303号51,10

仏 教 芸 術110号51,12

美 術部 研 究 会51.6

東 京都 文 化 会 館51.3

田実 栄子(主 任研究官)

② 片倉家並びに日光東照宮伝来の小紋胴服二領について

美術研究303!・

② 新資料紀州東照宮の服飾類 上 一紀州東照宮服飾類調査報告1一

美術研究306号

④ 沖縄の染織について 美術部研究会

④ 沖縄の縞と耕 美術部公開学術講座

⑤ 和服の色彩 色彩教育指導者研修会

⑤ 型染について 文化財保存事業伝承者養成 「型絵染」研修会

⑤ 上杉謙信所用服飾類の色彩 塩沢織物デザイソ改善研修会

51.10

52.3

51.7

51.11

52.1

52.2

52.3

宮 次男(主 任研究官)

② 平安絵巻の世界

② 歓喜天霊験記私考

一52一

言語 生 活29651.5

美 術研 究305号52.3
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●

② 鳳園舞いおりて一平等院の美術一

② 平治絵巻の諸問題

② 説話と絵巻

④ 日本中世の肖像画

④ 歓喜天霊験記について

⑤ 鎌倉時代の絵巻物

陰里 鉄郎(主 任研究官)

① 青木繁

② 長崎洋風画

② 川上冬崖の日本画

② 亜欧堂田善

② フォンタネージと日本の弟子たち

② 川原慶賀考

③ 世界美術小辞典(明 治以降 ・補遺)

③ 現代人物事典

⑤ 戦前の前衛美術

⑤ 日本の近代美術

⑥ モルス ・シソゲル河畔にて(慶 賀の調査)

久野 健(第 一研究室長)

① 日本の彫刻

① 関東古寺の仏像

② 久世廃寺出土の誕生仏

④ バーミャン東大仏と鍮石

④ 鍮石について

主要 研究業績

日本の美151.7

鑑 賞 日本古典文学1651.9

文 学45-152.1

美術部 研究会51.10

〃51.12

文化財修理技術者講習会51.9

「巨 匠 の 名 画 」10学 習 研 究社51.9

「江 戸 時 代 図 誌 」25筑 摩 書 房51・10

三 彩350;51.10

「近 代 日本 美 術 史」1有 斐 閣52.1

日伊 文 化 研 究15号52.3

美 術研 究306号52.3

芸 術 新 潮319,320号51.7,51.8

朝 日新 聞 社52.3

東 京 都 美 術 館51.6

鎌 倉彫 会 館51.12

三 彩345号51.5

世界文化社

芸艸堂

美術研究304号

美術部研究会

科学研究費特定研究 「古文化財」研究会

関 口 正 之(第 一 研 究 室)

② 西 明 寺 三重 塔 四 天 柱 絵 金 剛 界諸 一:,,.,_,1像一 続 一

一53一
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51.11

52.3

52.1

52.1

美 術研究306号52.3
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④ 韓国古美術の調査

⑤ 仏浬繋図

美術部研究会52.2

美術部公開学術講座51.11

中村伝三郎(第 二研究室長)

① 北村西望彫塑大成 中村伝三郎編 講談社

① 荻原守衛とその周辺 「近代の美術」39至 文堂

② 明治期の工芸 ・彫刻 「近代日本美術史」1有 斐閣

③ 熊岡美彦一 その回顧展の意義 茨城県立美術博物館・同回顧展図録

③ 上杜会五十周年展に寄せて 日動サロン・同展目録

③ 佐々木大樹の人と作品 富山県民会館美術館・同彫刻回顧展図録

⑥ 峯田義郎 「風一 私考」展に寄せる 東京高島屋・同彫刻個展目録

⑥ 第10回記念 ・拝情派展に寄せる 資生堂ギャラリー ・同展目録

⑥ 桑原巨守の人と作品 日動画廊 ・同彫刻個展目録

⑥ 蝋型鋳金・彫鍛金 「宮田藍堂親子五人展」 新潟日報

⑥ わが少年洋画家の頃(県 内洋画壇回顧)

兵庫県立近代美術館ニュース21号

51.6

52.3

52.1

51.5

51.6

51.9

51.5

51.G

51.11

51.11

51.

ら

上野 アキ(資 料室長)

④ 朝鮮仏画の種々相 美術部研究会51.9

江上 綬(資 料室)

② 直弧文鏡背文の源流について 日本美術工 芸45651・9

鶴田 武良(資 料室)

① 呉昌碩(長 尾正和共著)

① 中国の名画(川 上淫と共著)

② 近百年来中国画人資料三

④ 香港所在の現代中国絵画

講 談 社51.10

世 界文 化 社52.2

美 術 研 究303号51・10

美 術 部研 究 会51.7
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河 野 元昭(資 料室)

① 尾形 光琳 「日本美 術絵画全集17」 集英社51.8

② 酒井抱一(画 家の手紙5)日 本美術工芸45251.5

② 尾形光琳筆郷 燭図(複 製解説)講 談社51.5

② 歌川広重筆京都名所之 内 「広重北斎諸 国名所絵集」 学研51・11

② 葛飾北斎筆諸国名橋奇覧 「広重北 斎諸 国名所絵集」 学研52.2

③ デラ ックス ・ギ ャラ リー日本の美術II図 版解説 旺文社51.4

③ 光琳秋草模様 季刊 アニマ651・8

⑤ 円山応挙 「難福図巻」TV1251・10

米 倉 迫 夫(資 料 室)

② 「藤 原 信 実 考 」 美 術研 究305号52.3

●BookReview:HeianTemples‐Byodo・inandChuson-ji.Monumenta

NipponicaVol.22-1,Spring1977(TheJapanTimes,April251977に 転 載)

芸 能 部

三 隅 治雄(芸 能部長)

① 芸 能史 の民俗的研究 東 京堂 出版51.9

① 日本祭祀研究集成3・4巻(岩 崎敏夫 ・坪井洋文 共編 ・著)51.1a,52.3

① 日本祭礼地図Ⅳ(宮 本常一 ・榎本 由喜雄 ・田原久 ・木下忠 ・原浩 一共編 ・著)

52.3

②

②

③

③

④

④

④

民俗芸能研究の歴史

男芸と女芸一沖縄の舞踊技法の展開一

女の芸能史

子供の芸能史

南島芸能史

民俗芸能と 「とこよ」

文学

芸能の科学8

小原流挿花310

小原流挿花

芸能部連続研究発表会

慶応義塾大学地人会

52.3

52.3

51.9

51.7

51.12

「山家鳥虫歌」(仲 井幸二郎 ・清崎敏郎 ・仲尾達郎 ・西 村亨共同)

芸 能学会51.4～52.3
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佐藤 道子(演 劇研究室長)

① 東大寺修二会の構成と所作 中

④ 修二会の構成

芸 能 の科 学752・3

平 凡 社 カ ラー 新書5952.2

r

羽田 胆(演 劇研究室)

① 能 ・本説と展開(共 編著)

② 世阿弥作品の鑑賞 「井筒」

③ 能と小野小町と

③ 近代観世流の芸系

⑤ 青少年芸術劇場 能・狂言部門解説

〃

〃

⑤ 日本演劇史(古 代 ・中世)

⑥ 狂言と三島由紀夫

⑥

⑥

⑥

劇評 ・近代能楽集 「綾鼓 ・卒塔婆小町 ・班女」

能評 ・「武悪」「清経」そのほか

劇評 ・「不 知火検校」「鏡獅子」

桜 楓社

解 釈と鑑賞

喜多流声 の名曲集

コロムビア ・レコー ド

銚子市青少年 文化会館

吾妻郡文化会館

利根沼田文化会館

劇団文学座

能楽資料 センター紀要No.4

演劇界

能楽 タイ ムズ

演劇界

52.3

52.2

51.5

52.2

51.7

51.7

51.7

51.5

51.10

51.8

51.9

52.3

松本 雍(演 劇研 究室)

② 日本音楽の歴 史をたど る一中世編3・m

季 刊邦楽7号 ・8号51.4～51・7

③ 能の唯 子について 能楽鑑賞の栞17号52.3

⑥ 能評 ・野宮の好演 など 能楽 タイ ムズ51.11

柿木 吾郎(音 楽舞 踊研究室長)

① 「新音楽辞典 ・楽語」(共 同執筆)音 楽之友社52.3

② 「大谷派の正信偶 ・念仏 ・和讃一 その構成 と音楽的分析」

芸能 の科学852.3
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主要 研究業績

横 道萬里雄(音 楽舞踊 研究室)

③ 秘密伝法 灌頂会作 法解説CBSソ ニー レコー ド51.11

⑤ 能 の特質 東宮御所51.4

⑤ 日本 の古典芸能 人事院51.5

⑤ 能 の音楽 大阪能楽鑑賞会51.9

⑥ 能 の再構 成資料(能 楽対談)能 楽 タイムズ51.10

古橋 宏子(音 楽舞踊研究室)

④ 民 族音楽学におけ る音の データの 視覚化transcriptionに つ いての一 考察

東洋音楽学会51.6

中村 茂子(民 俗芸能研究室)

② 川 と祭 り 自然 と文 化76夏 季 号51.6

② 奉納芸 と余輿芸 芸能 の科学852.3

③ 春 日大社の御巫舞 と和舞 民俗芸 能5751.10

③ 春 日若宮 の御祭 り 開所記念講 演会51,11

仲井幸二郎(民 俗芸能研究室)

② 類型の詞章 日本語講座 第2巻51.10

③ 「八王子の曳山祭」書評 芸 能18巻4号51.4

③ 民謡 と歌謡曲 椎17号51.7

⑨ 遠山の霜月祭 日本 民俗学 の視点第3巻51.11

③ ほ うほ う螢 こい 三 田評論765号51.12

④ 山家鳥虫歌 芸能51.4～52.3

⑤ 民謡の知識 日本民謡協会51.9

⑤ 語 りの民俗 芸能部公開学術講座51.12

保 存 科 学 部

江本 義理(保 存科学 部長)
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調 査 研 究

② 彩色顔料 の分析(分 担)田 代太田古墳調査及び保存工事報告書51.10

② 土損墓出土の ガラス玉の材質について(分 担)

一福 岡県鞍手郡鞍手町所在高木遺跡の調査一

九州縦貫 自動車道関係埋蔵文化財調査報告》Ⅲ51.2

② けい光X線 分析に よる土器 ・瓦中の鉄,ル ビジウム,ス トロンチ ウム,イ ッ

トリウム,ジ ル コニウムの定量(馬 渕久夫 と共著)保 存科学16号52・3

●AMossbauerStudyofAncient7apaneseArtifacts.(T.Tominaga,

M.Takeda,H.Mabuchi)

Radiochem.Radioanal.Letters28(3)221-230(1977)

③ 古文化財の材質 と技法一鑑 定例を中心 に 化学 と工業29巻12号51・12

④ メスバ ウワー分光法の考古学へ の応 用(第1報)(富 永 ・竹 田 ・岸本 ・馬渕

共同)第20回 放射化学討 論会51.10

④ メスバ ウワー分光法 の考古学への応 用(第2報)(竹 田 ・安立 ・馬渕 ・富永

共同)日 本分析化学会第25年 会51.10

④ 考古学試料 の分析化学1瓦 及び土 器中のFe,Rb,Sr,Y,Zrの けい光

X線 分析(馬 渕共同)日 本分析化学会第25年 会.51t_10

④ 施設の環境 とコンク リー ト及び 内装材の文化財への影響

科 学研究費特定研究 「古文化財」研究会52,1

⑤ 美術工芸品の環境 文化財管理研究協議会(文 化庁)51・5

⑤ 保存科学概論

奈文研埋蔵文化財発堀技 術者専門研修会(遺 物 整理課程)51・10

⑤ 文化財 の保存環境 文化財保存に関す る講 演会(九 州歴 史資料館)51.11

見城 敏子(主 任研究官)

② 漆塗膜 に関 する研究(第6報)〔 漆に大豆油,ア マ ニ油,日 本産 キ リ油添 加

の影響〕 色材協会誌VoL4951.10

② 漆塗膜 に関する研究(第7報)〔 漆塗膜の硬化に及ぼす油変性アルキ ド樹脂

の影響〕 色材協会誌VoL4951.10

② 漆塗膜に関す る研究(第8報)〔 日本,タ イ,ビ ル マ,台 わ ん産漆の塗膜硬
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主要研究業績

化 とそ の性状につ いて〕 色材協会誌VoL4951・11

② 漆液 と漆塗膜 塗装技術15巻,11号51.10

② 漆 と乾性油 との相互作用 保存科学16号52.3

② 裏打に伴 うか さ比容変化 と裏 打用和 紙の伸縮

表具の科学(特 別研究報告書)52.3

④ 環境汚染の材質への影響 第6回 文 化財保存 修復研究協 議会52.3

④ 文化財材質に及ぼす薬剤の影響の検 討

科学研究資特定 研究 「古文化財」研 究会52.1

■

●

馬渕 久夫(化 学研究室長)

① 粒子の判定

日本化学会編新基礎シ リーズ測定法の基 礎1(大 日本 図書)51.10

② 和紙の中の微量元素 表 具の科学(特 別研究報告書)52.3

② けい光X線 分 析による土器,瓦 中の鉄,ル ビジ ウム,ス トロンチウム,イ

ッ トリウム,ジ ル コニ ウムの定量(江 本 義理 と共著)保 存科学16号52.3

② 中性子放 射化 分析 に よる土器 ・瓦の主成分元素の定量(野 津憲治 と共著)

保存科学16号52・3

●AMossbauerStudyofAncientJapaneseArtifacts.(T.Tominaga,M.

Takeda,Y.Emoto)Radiochem.Radional.Letters28(3)221-230(1977)

③92Nbの 半減期 と天然におけ る存在 化学31巻6号51・6

③ 科学的方 法に よる古文化財研究の可能性スチ ール ・デザイ ン159号51.8

③ 元 素はいつ生 まれたか 現代化学65号51・8

③ 宇 宙物質 の化学分析進歩総説(野 津憲治共著)ぶ んせ き8号51.8

③ 鉄 の謎 ・鉄の不思議 鉄1977・1号52・1

③ 超重元素 は発見 されたのか 化学32巻2号52.2

④ メスバウ ワー分光法の考古学へ の応 用(第1報)(富 田 ・竹 田 ・岸本 ・江

本共 同)第20回 放射化学討論会51.10

④ メスバ ウワー分光法の考古学へ の応 用(第2報)(竹 田 ・安立 ・江本 ・富

永共同)日 本分析化学会第25年 会51.10
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調 査 研 究

④ 考古学試料の分析化学1瓦 及び土器中のFe,Rb,Sr,Y,Zrの け い光

X線 分析(江 本共 同)日 本分析化学会第25年 会51.10

④ 金属製遺物(青 銅)の 分析法 の検討

科学研究費特定研究 「古文化財」研究会52.1

④ 同位体比 の古文化財へ の利 用 日本質量分析学会同位体比部会52.2

し

門倉 武 夫(化 学研究室)

② 重 要文化財閑谷学校聖廟大成殿及 び閑谷神社の被覆r蒸(森 八郎 と共著)

慶大 日吉論文 集 ・自然科学編13号51.4

② 表具用 裏打紙 の走査電子顕微鏡に よる撮影

表 具の科学(特 別研究報告書)52,3

④ 保 存環 境 として見た古墳 石室 内の空気

1第6回 文化財保存修復研 究協議会51.10

④ 燃 蒸剤 の気化促進 と残 留 ガスの安全廃棄法 の改善 レ

科学研究 費特定 研究 「古文化財」研究会 ノ52.1

/

石川 陸郎(物 理研究室)

② 表具におけ る紙の接着断面の光学 顕微鏡に よる観察

表具の科学(特 別研究 報告書)52.3

② 四川 ・雲南の剣をめ ぐって一構造 と材 質調査一

ミュー ジアムNo,31252.3

④ 施設内環境の現状 第6回 文 化財保存 修復研 究協議会51.10

④ 東京国立博物館法隆寺宝物館の鍮石香炉のX線 透過撮影 について

科学研究費特定研究 「古文化財」研究会52.1

三浦 定俊(物 理研究室)

② 保存箱内の温湿度変化 表具の科学(特 別研究報告書)52.3

② 保存箱内の温湿度変動 日本建築学会大会学術講演集51.10

④ 古墳石室内の温湿度変化について 第6回 文化財保存修復研究協議会51.10

.1
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主要研究業績

新井 英夫(生 物研究室長)

① 古墳の微生物学的問題について

一微生物の生態第4集 場の管理をめ ぐって一 東 京大学 出版 会52 .1

① 微生物に よる生物 実験(高 井 ・駒形 ・村 杉 ・山極共著)三 省堂52.1

② 防虫防徹剤の薬効 と材質への影響

表具の科学(特 別研 究報 告書)(森 八郎 と共著)52.3

④ 国外における文化財 の保 存 第34回 資源微生物研究会52.3

ら

L

森 八郎(生 物研究室)

② 重 要文化財閑谷学校聖廟大成 殿 と閑 谷神 社の被覆燃蒸(門 倉武夫 と共著)

慶 大 日吉論文集 自然科学編13号51.4

② わが 国に生息す る"住 まいの害虫"リ ス ト 〔1〕種類(和 名 と学名)

しろあ り26号51.8

② わが国に生息す るヒラタキクィムシ科Lyctidaeの 害虫 とヒラタキ クィム

シのMassCultureに つ いて 木材保 存5号51.9

② わが国に生息す る"住 まいの害虫"リ ス ト 〔II〕各論

1.等 翅 目2.鞘 翅 目 しろあ り27号51.12

② 速報 〔1〕 アメ リカ乾材 シロア リ東京都内に定 着

〔II〕秦野市に発生 した イエ シロア リの巣の発掘 同 上51.12

② 博物館につ く虫 自然科学 と博物 館51.12

② 関東地方お よびその近県におけ るシ ロア リ事情 しろあ り28号52.3

② 和紙 と虫害 表具 の科学(特 別研究報告書)52.3

② 防 虫防徽剤の薬効 と材質へ の影響(新 井英夫 と共著)

表具の科学(特 別研究報告書)52.3

④ わが国における最近 のシ ロア リ分布(第6報)

日本昆虫学会関東支部大会51.12

④ 文化財 の虫徽害防除法 の開発

科学 研究 費特定研究 「古文化財」研 究会52,1

⑤ シロア リ防除施工講 習会講演(社)日 本 しろあ り対 策協 会講 習会51.4
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調 査 研 究

⑤ シロア リNHKTV

⑤ ヒラタキ クイムシ(こ ぞ ん じですか)

⑤ シ ロア リ煙蒸実務講習会講 演(社)日 本 しろあ り対策協会講習会

⑥ 建築物の虫害 しろあ り対 策ゼ ミナール(日 本 しろあ り対策協会)

⑤ 古文化財の虫害 とその保 存科学 沖縄県庁

⑤ シ ロア リ防除施工講習会講演(社)日 本 しろあ り対策協会講習会

⑤ シ ロア リ 関東PCO協 会講習会

⑤ ヒラタキ クイムシの生態 児玉 グル ープ研究会講演

⑤ シ ロア リ 厚生省研修 会講演

⑤ シロア リ(社)日 本環境衛生 セソター講習会講 演

51.6

51.?

51.9

51.9

52.1

52.1

52.2

52.2

52.3

52.:i

●

修復技術部

西川杏太郎(修 復技術部長)

① 頂相彫刻(日 本の美術123)至 文堂

① 文化財講座,日 本の美術7,彫 刻(鎌 倉)第 一法規

② 津市愛宕山古墳から出土した押出仏 仏教芸術108号

② 東大医学部蔵人頭模造の製作技法調査と修復処置(中 里寿克と共著)

保存科学16号

② 研究概要 表具の科学(特 別研究報告書)

② 麦具技術の記録(増 田勝彦と共著)同 上

③ 伝統技術と科学の間 自然371号 中央公論

⑤ 史料取扱いの科学 国立史料館近世史料取扱講習会

51.8

52.1

51.7

52.3

52.3

52.3

51.10

51.10

中里 寿克(主 任研 究官)

② 国宝北野天満宮本殿 漆地彩絵 の保存につ いて(樋 口清治 と共著)

(受託研究 報告42号)保 存科学16号52.3

② 東大医学部蔵木造人頭模 型の製 作技 法調査 と修復処置(西 川杏太郎 と共著)

保存科学16号52.3

② 平 安時代漆芸技法資料VI保 存科学16号52.3
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主要研究業績

青木 繁夫(第 一修復技術研究室)

② 原1号 墳出土鉄器の保存修復処置について

常陸浮島古墳群 浮島研究会51.9

② 史跡羽山装飾古墳天井崩壊部の修復について(樋 口清治と共著)

(受託研究報告41号)保 存科学16号52.3

o

西 浦 忠 輝(第 一 修復技術研究室)

② 石造文 化財 の修復処置に関す る研究 〔1〕一樹脂強化処理石材の耐久性一

保存科学16号52.3

② 打刷毛 に よる接着促進効果 表具の科学(特 別研究報告書)52.3

② 表 具用の化学糊 につ いて(樋 口清 治と共著)同 上52.3

② 竃子線 による補修用絹 の劣化促進処理(樋 口清治 と共著)同 上52.3

茂木 曙(第 一修復技術研究室)

② 所沢市熊野神社板碑の修復処置 保存科学16号52.3

-
P

●

樋 口 清治(第 二修復技術研究室長)

① 保存科学 と建造物修理 文化財講座 日本の建築5第 一法規51.10

② 史跡羽山装飾古墳天井崩壊部の修復について(青 木 繁夫 と共著)

(受託研 究報告41号)保 存科学16号52。3

② 国宝北野天満宮本殿 板絵 彩色の保存 につ いて(中 里寿克 と共著)

(受託研究報告42号)保 存科学16号52.3

② 表具用の化学糊について(西 浦忠輝 と共著)

表 具の科学(特 別研究報 告書)52.3

② 電 子線に よる補 修用絹 の劣化促進処理(西 浦忠輝 と共著)同 上52.3

③ 石造文 化財の保 存 と修理 月刊文化財161号52.2

④ 丹彩 色の耐 久性 と人工木材の強度 と耐久性について

科学研究費特定研究 「古文化財」研究会52.1

⑤ 文化財 と合成樹脂 開所記念講演会51.10
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調 査研 究

⑤ 保存科学における合成樹脂の沿革と現状

51年度奈文研埋蔵文化財発掘技術者専門研修会51.11

⑤ 遺物の科学処置について 神奈川県埋蔵文化財取扱い研修会52.3

増 田 勝 彦(第 二修復技術研究室)

② 長具技 術の記録(西 川杏太 郎 と共著)

② 漉嵌機の和紙修理へ の応 用(速 報II)

③ ローマセ ンター壁画修復 コー スに参加 して

6そ の他の研究活動

表具の科学(特別研究報告書)

同 上

ほかの機関における講義

(氏名)(機 関 名)

川上 浬 青山学院大学文学部非常勤講師

上野 アキ 聖心女子大学非常勤講師

田村 悦子 青山学院大学非常勤講師

猪川 和子 帝京大学文学部非常勤講師

お茶の水女子大学家政学部非常勤田突 栄子
講師

宮 次男 青山学院大学非常勤講師

江上 綬 埼玉大学教養学部非常勤講師

関ロ 正之 千葉工業大学非常勤講師

畑 武良 舗蹟大学経済学部文学部非常鰍

河野 元昭 東海大学教養学部非常勤講師

江本 義理 東京芸術大学美術学部非常勤講師

馬渕 久夫 東京大学工学部非常勤講師

西川杏太郎 東京芸術大学美術学部非常勤講師

(51.

(51.

(51.

(51.

(51.4.

(50.4.

(51.4.

(51.4.

(51.4.

(51.4.

(51.10.

(51.6.

(51.10.

保存科学16号

52.3

52.3

52.3

(期 間)(担 当 科 目)

4.1～52.3.31)東 洋 美 術 史

4.1～52.3.31)東 洋 美 術 史

4.1～52.3.31)美 術

4.1～52.3.31)日 本 美 術史

1～51.10.20)→ 轍

1～51.3.31)美 術

1～52,3,31)日 本の 芸 術

1～52.3.31)文 芸学

1～52.3.31)美 術

外 書研 究,152.3.31) 特 論

1～52.3.31)保 存科 学

1～52.3.31)放 射化 学

1～52,3.31)修 復技 術史

'
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7学 位 授 与

本研究所職員で学位を授与された者は次のとおりである。

e

●

種 別 授与 大学

文 学 博士 国学院大学

文 学博 士 東 京 大学

授与年月日

51.3.16

51.6.14

官 職

文部技官,芸 能部長

文部技官,美 術部第一研究室長

主要研究業績

氏 名

三隅 治雄

久野 健

一
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V【 事 業

1出 版

(1)美 術 研 究

昭 和7年1月 創 刊,当 研究所 美術部の調査研究の成果を公表す るための機 関誌 であ

って,主 として所属 研究 員の執筆 にかか る論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献

の校 刊等を掲 載 し,と きには所外 研究者 の寄稿 を受け ることもあ る。A4版,各 号本

文40頁,原 色 図版1,単 色図版8,各 年度6冊 刊行 してい る。ただ し本年 度は出版費

不足 のため4冊 を 刊行 した。

昭和50年 度(第303号 ～第304号)昭 和51年 度(第305号 ～第306号)「 美 術研 究」

所載 の論説等 の題 目は次のとお りであ る。

美 術研 究303号 昭和51年10月 発行

く論 説〉

兵 庫中山寺 の十一面観 音像 猪 川 和 子

片 倉家並び に 日光 ・東照宮伝 来の小紋胴服二領について 神 谷 榮 子

く研究 資料〉

近 百年 来中 国画人資料 三 鶴 田 武 良

美 術研究304号 昭和52年3月 発行

く論 説〉

王鑑 の画蹟(一)川 上 脛

真 言八祖行状図 と廃寺永 久寺真言堂障子絵(三)柳 澤 孝

く図版解 説〉

久世廃 寺趾 出土 の誕生仏 久野 健

美術研究305号 昭和52年3月 発行

く論説 〉

歓喜天霊験記私考 宮 次男

藤 原信実考 米倉 適夫

..

一 _
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o

〈研究資料〉

白描絵入本r源 氏物語』(早蕨)の 詞番断簡

美術研究306号 昭和52年3月 発行

く論説〉

川原慶賀考(一)

西明寺三重塔四天柱絵金剛界諸菩薩像(続)

新資料紀州東照宮の服飾類(上)

一紀州東照宮の服飾類調査報告(一)一

秋山 光和

陰里 鉄郎

関口 正之

神谷 榮子

L

(2)芸 能の科学

芸能の科学7(芸 能 調査録II)

過 去10年 余 にわ たって,芸 能 部が継 続的 に行 った"東 大 寺修二会"に 関す る研究調

査の成果の一 部を,「 東大 寺修 二会 の構 成と所作」(中)と 題 して昭和52年3月 に刊行

した 。

これは,毎 年2月 末 か ら一 箇月近 い 日数を費 して,大 規模 な構成 と多彩 な内容 を展

開す る"東 大寺修二会"の 現 状を,客 観的 に把握 し,学 術的 な見地か ら再構成 ・記録

した もので,今 後の修 二会 研究の基礎 資料 とな るものである。210コ マの写 真 と70余

の図を も用いて,行 事の内容を可 能な限 り細か く記述 した。
はし ご や だつたん じゆ

(中)の 巻には,(上)の 巻に引 き続 く夜 間の諸作法一 走 り ・後夜 の勤行 ・達陀 ・農
じよう

朝の勤行一 を収めてあ る。

芸能の科学8(芸 能論考皿)

本年度は芸能論考集 として,下 記の諸論文を収録 し,刊 行 した。

大谷派 の正信偶 ・念仏 ・和讃 一その構成 と音楽的分 析一

奉納芸 と余興芸 一地方定着の大神楽一

男芸 と女芸 一沖縄におけ る舞踊伎法の展開一

語 りの民俗

(3)保 存 科 学

柿木 吾郎

中村 茂子

三隅 治雄

仲井 幸二郎

昭和39年3月 創刊の保存科学部 ・修復技術部の機関誌で,年1回 の刊行で今 までに
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亭 業

第15号 まで発行,内 容は所属研究員に よる文化財の保存 と修復に関する科学的 調査,

研究,受 託研究報告等の論文 ・報 告等 である。

保存科学第16号 昭和52年3月 発行

(1}鼓 光X線 分析に よる土器 ・瓦中の鉄 ・ル ビジウム ・ス トロソチ ウム ・イ ッ ト

リウム ・ジル コニ ウムの定 量

② 中性子放射化分析に よる土器 ・瓦の主成分元素の定 量

(3)漆 と乾性油 との相互 作用

(4)石 造文化財の修復処置に関す る研究 〔1〕

(5}所 沢市熊野神社 板碑の修 復処置

(6)平 安時代漆芸技法資料W

(7)東 大医学部蔵人頭模型の製作技法調査 と修 復処蹴

(8)史 跡羽山装飾古墳天井崩 壊部の修復について

受託研究報告41号

{9)国 宝北野天満宮本殿 漆地 彩絵 の保存について

受託研究報告42号

(10)ロ ーマセ ンター壁画修復 コースに参加 して

(4)表 具 の 科 学 昭和52年3月 発行

馬渕久夫 ・江本義理

馬渕久夫 ・野津憲治

見城 敏子

西浦 忠輝

茂木1曙

中里 寿克

西川杏太郎 ・中里寿克

樋 口清治 ・青木繁夫

樋 口清治 ・中里寿克

増田 勝彦

一特別研究・軸装等の保存および修復技術に関する科学的研究報告書一

目 次

第一 章 研究概要

第二章 表具技術の記録

1.A工 具

2.B材 料

3.表 具の工程

C新 しく表具を行 う場 合

D表 具修理の場合

第三章 表具材料 と技術に関す る研究

1.和 紙の中 の微量元素

.:

西川杏太郎

増田勝彦・西川杏太郎

馬渕 久夫

●



2.表 具用裏打紙の走査型電子顕微鏡 によ る観察

3,表 具におけ る紙の接着断面の光学 顕微鏡 による観察

4.裏 打に伴 うか さ比 容変化 と裏 打用和紙 の伸縮

5.打 刷毛 に よる接着促進 効果

6.表 具用の化学糊について

第四章 軸装作品の保存修 復に関す る研究

1,日 本画中におけ る力学的諸現象

2.保 存箱内の温湿度変化

3.和 紙 と虫害

4.防 虫防徽剤の薬効 と材質への影響

5,漉 嵌機の和紙修理への応 用(速 報 皿)

6.竃 子線に よる補修用絹 の劣化 促進処理

門倉 武夫

石川 陸郎

見城 敏子

西浦 忠輝

樋口清治・西浦忠輝

登石 健三

三浦 定俊

森 八郎

森 八郎・新井英夫

増田 勝彦

樋口清治・西浦忠輝
国宝修理装漬師連盟

,

(5)そ の他の出版物

美 術 部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗華張萱摘練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

日本美術資料

日本美術資料

(美術研究資料第1輯)

(美術研究資料第2輯)

(美術研究資料第3輯)

(美術研究資料第4輯)

(美術研究資料第5輯)

(美術研究資料第6輯)

(美術研究資料第7輯)

(美術研究資料第8輯)

(美術研究資料第9輯)

(美術研究資料第10輯)

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

一69一

昭和7

昭和9

昭和10

昭和11

昭和12

昭和13

昭和14

昭和14

昭和15

昭和16

昭和16

昭和13

昭和14



事 業

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

近代日本美術資料

墨跡資料集

懸跡資料集

墨跡資料集

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山専八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆j:金堂建築及び壁画の文様研究

黒田fi'i輝作品集

高雄曼茶羅

明治美術基礎資料集

東洋美術文献目録

東洋美術文献目録続編

東洋古美術文献目録

美術研究索引

美術研究総目録

東洋美術文献目録

日本東洋古美術文献目録

明治以降昭和10年 まで

昭和11年 ～同20年

昭和21年 ～同25年

第1号 ～第100号

第1号 ～第230号

明治以降昭和10年 まで(再 刊)

昭和11年 ～同40年

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

ほかに科学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,

監修で刊行された図書は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編 吉川弘文館

梁楷 美術研究所編 便利堂
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昭和15

昭和16

昭和17

昭和23

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和25

昭和26

昭和28

昭和29

昭和41

昭和50

昭和16

昭和23

昭和29

昭和16

昭和40

昭和42

昭和44

または本研究所の

昭和30

昭和32

L
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醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

扇面法華経

金字宝塔X陀 羅

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

隈元謙次郎著

秋山光和
柳沢 孝著
鈴木敬三

宮 次男著

吉川弘文館

吉川弘文館

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

鹿島出版会

吉川弘文館

芸 能 部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

芸能の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北作者年表

芸能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

音盤目録II

東大寺修二会

芸能の科学3

芸能の科学4

芸能の科学5

芸能の科学6

観音悔過(お 水取り)

東京国立文化財研究所芸能部監修 ビクターレコード

ー芸能論考1

東京国立文化財研究所芸能部編 平几社

一芸能資料集1∬

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能論考∬

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能調査録1「 東大寺修二会の構成と所作」(上)

東京自立文化財研究所芸能部編 平凡社

保存科学部(受 託研究報告)

重要文化財円成寺本堂内陣彩色剥落どめ他18件

昭和34

昭和39

昭和39

昭和41

昭和47

昭和50

昭和35

昭和40

昭和41

昭和41

昭和45

昭 和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和35～ 昭和42

一?1一



業

2開 所記念行事

開所記念講演会

日 時 昭和51年11月20日(土)

会 場 東京国立博物館講堂

講 演11)中 国の山水画

②文化財と合成樹脂

13:3016:00

美術部長 川上 淫

修復技術部

第二修復技術研究室長 樋口 濤治

映 画 春 日若宮 の御 祭 り

(解説)芸 能部民俗芸能研究室 中村 茂 子

{1)中 国の山水画 川上 脛

東アジアにおいて自律的に展開 した中国絵 画は,長 い歴史 と一貫 した伝統 を有す る

とともに,他 の文化 圏の絵画 には見 られぬ特 色を持つ。世界の多 くの国 々の絵画が,

宗教的題 材に覆われ,人 物表 現を主 とす る時 期が永か った のに対 して,中 国人はい ち

早 く画材を 自然に求めた。山水画は 自然 の真 実を写 し,あ るいは画家 の心象が山水の

姿に投影 し,画 家は画面構成 力,筆 墨や賦彩 の技巧 の冴えを山水 画に示 した。

中国の山水画は,4世 紀にその独立を見たは じめか ら,写 実 に対す る強 い志 向があ

り,唐 の中 ごろ,8世 紀に 自然景の写実的描 法が一応 完成す る。 その直後,画 家 の意

思の直哉な表出 として,墨 の画的使用を軸 とす る水墨 山水 画が生 れ,そ の後彫琢を重

ねて,東 亜独 自の 自然表現の系譜を形成す る。

10世 紀(唐 末 ・五代 ・宋初)に 至 り,中 国各地 の景 観 と気 象に即 した山水画風が成

立す る。それ らはいずれ も自然を大観的に とらえ,克 明着 実に 自然を正確 に写す とと

もに,対 象に 内在す る 「理」の造形的表現を 目ざした。11世 紀の半ば をす ぎると,こ

れ らの画風を総合 し,さ らに理想化 された 自然を山水画に求める ようにな る。 これが

徽宗 の画院に なると,詩 情の表現が山水画の 目標 とされ,辺 角的構 図法に傾 き,南 宋

院体 山水画においては,筆 墨 の技巧は さらに洗練を加え る。

13世 紀(宋 未元初)に 水墨山水画の黄金時代を迎え るが,元 にな って線描主義 と大

観的構 図法が復活 し,感 興本位 の作画態度 とともに,16世 紀(明 中期)以 降の文人の

山水 画一 南宗画 の基盤 とな る。 明代の前半には,南 宋院体山水画の流れを くむ漸派

一72一
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9

9

が あ らわれ るが,こ れは形態に対す る強 い興味 と筆暴技巧 の顕示を特色 とす る。 明代

の後半以後,伝 統を守 る者,個 性 を発揮す る者,折 衝的傾向を示す老な ど,中 国山水

画壇 は多士済 々であ る。

中 国絵画 の史的展開に即 してそ の特筆 を明 らかにす るために,正 倉院琵琶霰面の絵

画,李 成,萢 寛,董 源,郭 熈,李 唐,馬 遠,夏 珪,梁 槽,牧 難,玉 澗,黄 公望,呉

鎮,王 蒙,侃 珊,戴 進,呉 偉,張 路,盛 瑛,沈 周,文 徴明,文 嘉,文 伯 仁,董 其 昌,

張瑞図,悦 元珊,王 時敏,王 鑑,王 肇,陸 治,李 士達,米 万鐘,丁 雲鵬,呉 彬,陸 隠,

張風,弘 仁,八 大山人,石 濤,傳 山,華 曲,黄 慎 らの作品をス ライ ドで映写 する。

② 文化 財 と合成樹 脂 樋 口 清治

合成樹 脂を文化財 に応 用す る研究 は戦 前の 法隆 浄金堂壁画保存に端を 発 し,奈 良霊

山寺三重塔 の彩 色保存 にア クリル樹脂 が用い られ たのが最初 であ る。戦後は いち はや

く法 隆寺 金堂焼 損壁画の保存や京都近辺 の障壁画,建 築彩色の彩色剥落止めに アク リ

ル樹 脂やPVAが 用 い られた。最近 では合成樹脂の応用範囲 も広が り,考 古遺物 ・遺

跡,石 造文化財等に も適用 されて来てい る。

木造文化財に対す る応用 も著 る しい ものがあ り,古 材の再使 用の割 合が大 幅に増大

され て,従 来破棄 されて来た部分 も使用可能 とな った。 この成果 は法隆 寺羅 漢堂,国

宝如庵等の修復に大 き くあ らわれ てい る。

これ までの 処置例が主に 化粧 部材であ ったのに対 し,最 近では 構造材に も応 用さ

れ,民 家の 自然木の梁などを集成 材で補強 す る方 法が 開発 されつつあ る。

春 日若宮 の御 祭 り(解 説)中 村 茂子

御祭 りは,保 延2年(1136年)当 時 流行 していた悪疫及び飢饅に苦 しんで いる人 々

を見た,時 の関白藤原忠通が,五 穀豊穣 ・悪疫退散を祈 って春 日神社の摂社であ る若

宮の御祭 神,天 押雲根 の命を勧請 して祭を行 ったのに始 まるといわれてい る。 この祭

の大 きな特色は,数 多 くの芸能が奉納 されて いることで,創 始期 か ら既に猿 楽 ・田楽

等多彩な芸能が演 じられていた。

現在は,12月17日 の午後,祭 に奉仕す る人 々の行列 が,輿 福寺 の控所 か ら御旅所 に

向って繰 出され る。行列が影向の 松の下を 通 り過 ぎる時,「 松の下お渡 り式」 とい っ

て各芸能座が 自分の持芸 を一 クサ リずつ演 じて通 る。行列が御旅所に到着す ると,神

事の後午後4時 頃か ら東遊,社 伝神 楽,田 楽,細 男,舞 楽,神 楽式,和 舞等数多 くの
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めず ら しい芸能が奉納 され る。 また神霊奉還後の12月18日 には 「後宴 の猿 楽」 といっ

て御旅所の芝舞台で金春座の能が数番演 じられる。

3公 開学術講座

美 術 部

日 時 昭和51年11月27日(土)13:30～16:30

会 場 日本経済新聞社小 ホール(9階)

講 演(1)仏 浬繋 図 美 術部第一 研究室 関 口 正之

②沖縄の縞 と緋 〃 主任研 究官 神谷 榮子

●

り

芸 能 部

日 時 昭和51年12月16日

会 場 朝 日講堂

講 演(1)語 りの民俗

②語 る読 む咄す

実演 講談

落語

18:00-r20:30

芸能部民俗芸能研究室

芸能部長 三隅 治雄

田辺 南洲

柳亭 燕路

調査研究員 仲井幸二郎

4会 議

保 存 科学 部 ・修 復 技 術 部

第6回 文化財保存修復研究協議会.

日 時 昭和51年10月20日 ～21日(2日 間)10:00～17:00

会 場 本研究所別館会議室

本年 度は前年度 に引 き続 き2日 間にわた って行 い,第 一 日目は 「収蔵展 示施設の保

存及び展示環境」,第二 日目は 「古墳石 室内の保存環境」をそれぞれ テー マ として報

告及び討議を行 った。出席者は文 化庁 か ら坪 井鑑査官 以下,記 念物課,建 造物課,美

術工芸課,無 形文化民俗文化課の担当調査官,東 京国立博物館工芸課,考 古課,東 京

芸術大学美術学部,更 に関 係機関 として奈良国立文化財研究所,元 興寺仏教民俗資料

研究所,美 術院 国宝修理所か ら出席を得た。

◎
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第1日 主題:収 蔵 ・展示施設の保存お よび展示環境

(発表課題,発 表者)

保存 ・展示施設の現況と問題点 文化庁文化財保護部美術工芸課

収蔵 ・展示施設の設計計画の変遷

文化庁文化財保護部建造物課文化財調査官

学芸員とコンサベーター 修復技術部長

施設内環境の現状 保存科学部物理研究室

環境汚染の材質への影響 保存科学部化学研究室

主題:古 墳石室内の保存環境

安藤 孝一

半沢 重信

西川杏太郎

石川 陸郎

見城 敏子

第2日

(発表課題,発 表者)

1.保 存施 設の現 況 文化庁文化財保護部記念物課 阿部 義平

2.高 松塚 の保存施 設 所長 関野 克

3.古 墳石室保存 の諸 問題 所長 関野 克

4,古 墳石室 内の温湿度変化につい て 保存科学部物理研究室 三浦 定 俊

5.保 存環境 として見 た古墳石室 内の空気 保存科学部化学研究室 門倉 武 夫

第7回 文化財保存科学懇談会

日 時 昭和52年3月9日(水)10:00～16:30

会 場 本研究所別館会議室

文化財の保存 と修復に関 し,保 存科学部,修 復技術部の 調査研 究 が 円滑 に 推進 さ

れ,文 化財保護箏業に効果を もた らす ことを 目的 として文化庁文 化財鑑査官,記 念物

課,建 造物課,美 術工芸課の課長及び担 当技 官の出席を得て,本 年度 の両部 の特別研

究,受 託研究,一 般研究の報告を行 い,昭 和52年 度 の 両部 の 調査研究計画 を説 明し

た。52年 度か ら始 まる特別研究 「石 造文化財 の保存 ・修復に 関す る 科学的研究」(3

力年継続)に ついて文化庁側 か らの協力 を求 め,ま た文化財保存 修復研究協議会及び

研究テーマ選択について具体的 な意見交換を行 った。

5国 際 交 流

美 術 部

美術部の出版物,各 種研究資料など諸外国との交換が活発に行われ,ま た外国の研
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究 者で,来 所 して美術部研究員の指導 を受け,あ るいは資料を利用 して研究を行 った

者 も多数にのぼった。

柳沢主任 研究官 と関 口研究 員は,韓 国の古墳壁画,お よび各国 ・私立大学附属博物

館の絵 画遺品の調査を行 った。(51.4-10.15)

久野第一研究室長は,ア フガニスタンの仏教 遺跡,お よびパキス タンのガ ンダーラ

地方の仏教遺跡の調査を行 った。(51.8.15～8.28)そ の 成果は,「 バー ミァン 東大仏

と鍮石」 と してr国 華』1002号 に発表 した。

上野資料室長 は,文 部省在外研究員(短 期)と して欧米各地所在の中央 アジア美術

の調査研究並 びに各国におけ る文化財関係情報管理の調査を 目的 と して,ア メ リカ合

衆国及び ヨー ロッパ諸国へ出張 し,中 央ア ジアの壁画 と敦燈絵画 を中心に研究調査を

行 い,各 地 の図書館,研 究施設 において,図 書写真資料 の収集整理保管に関す る調査

を行 った。(51.10.6～12.5)

ら

隔

芸 能 部

三 隅 部 長 は,国 際 交 流 基 金 か らの 依 頼 に よ り,欧 州 及 び北 ア フ リカ諸 国 の芸 能IVN.H:

の た め,フ ラ ン ス,モ ロ ッコ,ア ル ジ ェ リア,チ ュ ニ ジ ア諸 国 に 出 張 した 。

(52.1.152.14)

保 存 科 挙 部

生物 研究室 新井 研究 員は,文 部省在外研究員(長 期)と して,ヨ ーロッパ,ア メ リ

カ合衆国に出張 し,文 化財の生物劣化 に関 して調査研修を行 った。

(50.11.2851.11.2?)

馬渕化学研究室長は,フ ラソス国C.N.R.S.か らの招へいに よ り,希 土類元素の微

弱放射能 の研究のため フラソス国へ出張 した。(52.2.27～8.31)

修 復 技 術 部

1・ 海 外 出 張

第二 修復技 術研究室増田勝彦 研究員は3月8日 か らローマで開催 され た壁 画修復 コ

ースに ,文 化庁か ら派遣 され現地で研修 を受け ていたが,す べて の研修を終え7月31
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日に帰国 した。(51.3.8～7・31)

2.海 外研究者の来訪

保存科学関係研究者,博 物館関 係者お よび文 化財関係者の保 存科学部,修 復技術部

への施設視察お よび意見交換のための来訪は相変 らず多か った。

チ ェコ国立博物館A・ スカ ロバ夫人(プ ラハ)

ロイアルオ ンタ リオ博物 館E・ フイ リモ ア夫人(ト ロン ト)

S・ ステ ィブンス夫 人(ト ロン ト)

中央修復研究所P・ モー ラ氏(ロ ーマ)

ユネス コ本部 トル チ ェンコ氏(パ リ)

国立保存科学研究所 アグラヴァール氏(二x一 デ リー)

中 国古代青銅器展工作組 荘敏氏(北 京)

楊文和氏(〃)

楊林宗氏(〃)

韓国政府文化財管理局長 金石龍氏(ソ ウル)

ユネスコ本部 ダイ フク氏(パ リ)
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W研 究施設 ・設備

■

1蔵 書

美 術 部

日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の 全般に わた る 研究書を 中心

に,関 連 図書,各 種叢書 ・辞典類 など和漢書(29,068冊),洋 書(3,626冊)計32,694

冊のほか,各 都道府県市町村教 育委員会編集 の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀

要類,売 立 目録,展 覧会 目録 及び拓 本などを所蔵 し,部 内外及び一般研究者 の利用に

供 してい る。

芸 能 部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸 能 ・寄席芸 その他わ が国の伝統芸能

の研究に必要 な図書3,993冊 を所蔵す る。演芸画報 ・歌 舞伎新報 ・歌 舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・日本 民俗 ・芸能 復興 ・郷 土研 究 ・旅 と伝説等

の雑誌,丸 本 ・謡本等 の台本 も収集 してい る。

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

古 来の伝統的生産及び工芸 技術書,技 術史,ま たは 数少 ないそれ らの科学的究明を

試 みた もの,修 理報告書,調 査報告書,及 び化学 ・物理 ・生物学部 門の保存科学に関

連あ る和洋書を合わせて1,727冊 を所 蔵 している。

昭和50・51年 度の新蔵書数は次の とお りである。

区 分

昭 和50年 度

昭 和51年 度

美 術 部

和剣 洋 書

372冊

995〃

40冊

21〃

芸 能 部

和漢劃 洋 書

119冊

384〃

一 冊

16〃

保存科学部
修復技術部

和酬 洋 書

26冊

55〃

10冊

11〃

十昌昌口

567冊

1,482〃

`
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2資 料

美 術 部

当部 の最 も特色 とす るところは,美 術史研究に 不可欠な 各種写 真資料 の 整備 であ

る。実物 よ りの直接撮影に よる普通写真,カ ラー写真は もとより,赤 外線,紫 外線,

X線,γ 線,顕 微鏡等特殊撮影に よる写真を含 む写真資料 の作成整理 と,購 入写真,

複写写真に よる補 足整備に加えて,印 刷物 を もおさめるとい う収集 の方式は,写 真資

料の完壁な収集,保 管を意図す る原則の もとに,設 立当初 よ り一貫 して力 を注 いで き

た。それ らは 日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術 の全域にわた り,そ

れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建 築 等の諸部門に及ぶ。特別大型 の ものか ら小型の

もの まで総 数凡そ24万 点,原 板保 有量 はほぼそ の3分 の1に あた り,別 に ・マイ クロ ・

フ ィル ム250巻 がある。写真資料 のほか,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代

作家 ・団体 ・作品資料,資 料ス クラップ等 と,図 書 カー ド,図 版 カー ド,各 種索引類

な ど多数。

亀

芸 能 部

レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ ・16ミ リシネを含む。)等に よる芸能資料を多

数そなえてい る。 レコー ドには毎年各製作会社か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー ド

のほか,昭 和35年 度 文部省機関研究 費 に よって購入 した安原 コレクシ ョンレコー ド

5,450枚 が含 まれてい る。安原 コレクシ ョンは,明 治 ・大正 ・昭和三代に わた って発

売 され た各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代Y'お け る邦楽の実態 と変遷を知 る

上 で貴重 な資料で ある。録音 テー プ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌 舞伎 ・邦 楽 ・邦 舞 ・寺

院行事 ・民俗芸能 その他の伝統芸能を対象に記録 してきた もので,奏 演法の解 析を中

心 と した写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真等 も含 んでい る。種 別に よる所

蔵 数は次の とお りであ る。
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区 分 レ コ ー ド 録 音 テ ー プ

シ ネ フ ィ ル ム

8'}fit 16%
写

1興麟h・96枚11
・897本13本1多

1召和51年 度175枚167本1・ 本1多

・q6,・7・ 枚11・964本1178本13本i多

3機 器 ・設 備

美 術 部

機 器

1X線 透過撮影装置

(1)町 搬 式 ソフテ ックス装 置(J型)1式

(2)可 搬式 ソフテ ックス装 置(新J型)1式

(3)携 帯用 ソフテ ックス装 置(E型)1式

2紫 外線照射装蔵

(1)可 搬式照射装置(フ イ リップス紫外線 ランプ及び専 用 トラソス)2台

② 携帯用紫外線検査器1台

3顕 微鏡装嚴

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真撮影装置1式

② 新型双眼実体顕微鏡及び カラー顕微鏡写真同時撮影 装置(可 動支持台 及び携帯

用スタン ド)1式

(3)検 査顕微鏡用側視鏡 ユニ ッ ト・モ ノフ ォ ト装 置1式

4マ イ クロ写真関係設備

(1)マ イ クロ写真撮影装置(付 自動現像機,プ リンター,引 伸機,乾 燥機等)

1式

(2)ポ ー タブル ・マイ クロ写真撮影装 置1式

(3)マ イ クロ閣読機(ル ーモ社製)3台

(4)リ ーダー プ リンター1台

5テ アスコープ(視 聴覚教 育装置)1台

:1

真

一
数

・
数

【
数

■
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6カ メ ラ

(1)リ ン ホ フ カル ダ ン

(2)リ ンホ フ テ ヒニ カ

7引 伸 機

(1)オ メガ(4×5)

(2)フ ジA690

8複 写 台 コ ピー ス タ ン ド(1300)

9乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)

10 マ ル チ カ ー ドセ レ ク ター(HAC84ユS型)

台1

台M

台ゆ
一

台1

台

台

1

1

ヒ〆r
-,

し

芸 能 部

機 器

1分 析 機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダ ー

② メ ログ ラフBT型

2オ ー デ ィオ関 係 機 器

(1)テ ー プ レ コー ダー

(2)ビ デ オ テ ー プ レ コー ダ ー

③ ス テ レオ音 声 調整 卓

(4)ス ピー カ ー

3撮 影 ・映 写 機 器

(1}16%撮 影 機

(2)16%映 写 機

(3}8%撮 影 機

(4)8%映 写 機

15)35%写 真 機

(6)35%マ イ ク ロ フ ィル ム解 読装 置

(7)16%シ ネ フ ィル ム分 析 装 置

4照 明 器 具
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研究施設 ・設備

に)ス タジオ用照明器具 1式

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

機 器

1強 度 ・劣化試験機

(1)サ ンシャインウ ェザ ーメーター(劣 化促進試験機)

② 万能試験機(島 津,オ ー トグラフ,イ ンス トロソ型,10ト ン)

③ 回折格子分光照射器

(4)紙 耐揉強度試験機

2顕 微鏡装置

(1)金 属顕微鏡

② 生物顕微鏡

(3)表 面 アラサ顕微鏡

(4)万 能顕微鏡

(5)走 査型電子顕微鏡(JSM-50A型)

3分 析 装 置

(1)ガ ス クロマ トグ ラフ(ガ ス分析,水 素 イオ ソ化検出器 ・

熱伝 導検 出器 ・熱 分解装置付)

(2)ポ ーターガスアナライザ ー(MIRAN-1型)

(3)回 折格 子 自記赤外分 光光度計

(4)〃 赤外顕微鏡

(5)自 動記 録式示差熱天 秤

⑥ 炭素 ・水素 ・窒 素分 析計

(7)光 電分 光光度 計(自 記)

(8)螢 光x線分析装置(雛 響曇び非破壊用大型試)

(9)可 搬式 螢光X線 分析 装置(現 場可搬用)

(10)X線 回折装置お よび デバイシ ェラーカメラ,ラ ウエ カメラ(結晶同定)

(11)発 光分 光分析 装置(M1型)(高 圧整流 スパ ー ク,直 流 アー ク)

(12)質 量分 析計(JMB-05RB単 収束型)
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4非 破壊検査装置

(1)X線 発生装置(60KVP,4mA)

(2)工 業用X線 発生装置(200KVP,8mA)

(3)co-60r線 線源(透 視用3c及 び0.2c)

(4)赤 外線TVカ メラ装置

15)超 音波探傷装置

{6)超 音波探傷器UFD-ZO1型

(7)超 音波式 コソク リー ト試 験器

(81〃 厚み測定 器

5物 性測定機

(1)粒 度分布測定装置

(2)熱 膨張計

(3)レ オメー ター(粘 性試験 用)

(4)直 読式動的粘弾性測定盟

㈲ 真空蒸着装趾(表 面薄膜 形成即)

6照 明及び温湿度装置

(1)rl動 分光放射計(光 源の分光測定)

② ライ トガイ ドカラー メー ター(色 彩 測定)

(3)恒 温恒湿槽(0° ～40℃20～go%)

7殺 虫殺菌装置

(1)滅 菌装置

(2)滅 圧殺虫装置

{3)ガ ス滅菌装置GS-15特 型

8菌 種保存用装置

(1)超 低温槽(-50℃)

② 冷却遠心機(-5°C～5℃)

9環 境汚染測定 装趾

(1)粉 塵計(記 録 装置付)

10修 復処澱装置
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研究 施設 ・設備

(1)真 空凍結乾燥装 置

② 減圧含浸装 置

(3)エ ヤ ブラッシ ュ装 置

(4)合 成樹脂圧入装 置

151水 浸木材用含浸装置

(6)熱 風恒温乾燥機

(7)装 漬用 備品

式

式

式

式

式

台

式

-霊欄

1

1

1

1よ

1

1

¶
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4黒 田記念室

紀念室 は,本 研 究所 の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念す るために

設け られ た もので,黒 田清輝 の油絵 ・素描 ・写生帖等を陳列 してい る。

収蔵 されている ものは,油 絵125点 ・素描170点 ・スケ ッチ ブ ック等であ る。

これ らは創立当時主 として黒 田家か ら寄贈 された もの で あ る が,そ の後,照 子夫

人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈 も含 まれてお り,随 時陳列替を行 ってい る。毎

週 木畷 日午後1時 か ら4時 まで一般 に無料公開 してい る。陳列品 の 主 なものは,r知

感情 」・「花野」・「湖畔」・「赤 髪の少女」・「もるる日影」・「温室花壇」他であ る。

5閲 覧 室

本研究 所美術部 資料室 の図書及 び研究資料は主 として研究者 ・学者 ・美術関係専攻

の学 生 等に公開 している。年間 の閣覧者数は,延1,000名 程度であ る。

4
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v皿 旧 職 員

昭和51年 度における転退職者

所 劇 官 職 剣 氏 名1在 職 期 間 陣 考

庶務課 萎 弩+事蕪 本 村 伝 一34…1-51・6・3・ 具麓 士院

〃 轟 事轟 若 井 明4--52・3・3縢 難

〃 技 能 補 佐 員 桑 田 勝 子51.5.17～51.10.16退 職

〃 事 繍 佐 員 関 ・ 富 子i5° ・4・7-52・3・5〃

も

[
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関 係 法 規

◎文部省設置法(昭 和24年 法律第146号最終改正 昭和52年 法律第41号)(抄)

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第43条に規定するもののほか,文 化庁に,次 の機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立国語研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項の機関(日 本芸術院を除く。)の長は,文 化庁長官の申出により,文 部大臣

が任命する。

(国立文化財研究所)

第41条 国立文化財研究所,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公麦を行

う機関とする。

2国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 のとおりとする。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東 京 都

奈良国立文化財研究所 奈 良 市

3国 立文化財研究所には,支 所 を置 くことができる。

4国 立文化財研究所 及びその支所 の内部組織 は,文 部省令で定め る。
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◎文部省設置法施行規則燦 縫 繍 課 謝 簸 鋸 令第1。,.)(抄)

第5章 文化庁の附属機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 東京 国立文化財研究所

(所長)

第117条 東京 国立文化財研究所 に,所 長 を置 く。

2所 長 は,所 務を掌理す る。

(内部組織)

第118条 東京 国立文化財研究所 に,庶 務課及び次の5部 を置 く。

一 美 術部

二 芸能部

三 保存科学部

四 修復技術部

五 情報資料部

(庶務課 の事務)

第119条 庶務課においては,次 の事務をつか さどる。

一 職 員の人事に関す る事務を処理する こと
。

二 職員の福利厚生に関す る事務を処理す ること。

三 公文書類の接受及び公印の管守その他庶 務に関するこ と。

四 経費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事 務を処理す る こと。

五 行政財産及び物品の管理に関す る事 務を処理 する こと。

六 庁内の取締 りに関す ること。

七 前各号に掲げ るもののほか,他 の所 掌に属 しない事務 を処理す るこ と。

(美術部の2室 及び事務)

第120条 美術部に,第 一研究室及び第二 研究 室を置 く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並 びに東洋美術 に関

す る調査研究を行 い,及 びその結果 の公 表を行 う。

3第 二研究室においては,わ が国の近代 及び現代 の美術並びに西洋美術 に関す る調

査研究を行い,及 びその結果の公表を行 うとともに黒 田記念室に関 する事務 をつか
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関 係 法 規

さどる。

(芸能部の3室 及び事務)

第121条 芸 能部 に,演 劇研究室,音 楽舞 踊研究室 及び民俗芸能 研究室 を置 く。

2演 劇研究室に おいては,演 劇 及びそ の保存 に関す る調査研究 を行い,並 びにその

結果の公表を行 う。

3音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び 舞踊並 びに これ らの保存 に関 する調査研究

を行い,並 びにその結果 の公表を行 う。

4民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及びその保存に関す る調査研究を行 い,並

びにそ の結果の公表を行 う。

(保存科学部 の3室 及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室,及 び生物研究室を胤 く。

2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関す る化学的調査研究(分 析化学

的 調査研究 を含む 。)を行い,並 びにその結果の公表を行 う。

3物 理研究室においては,文 化財及びその保存に関す る物 理学的調査研究を行い,

並 びにその結果 の公表を行 う。

4生 物 研究室に おいては,文 化財及びその保存に関す る生物学的調査研究を行い,

並 びにその結果 の公表 を行 う。

(修復技 術部の2室 及 び事務)

第122条 の2修 復技術部 に,第 一 修復技術研究室及び 第二修復技術研究室を置 く。

2第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他 次項 の材料以外 のものを材料 とす

る文化財の修復に関 する科学 的,技 術的 調査研究 を行 い,及 び その結果の 公表 を行

う。

3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革 を材料 とする文化財 の修復に関す

る科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果 の公表を行 う。

(情 報資料部 の2室 及び事務)

第122条 の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料 研究室を置 く。

2文 献 資料研究室に おいては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲げ る各 部の所掌

に係 る文献 資料 その他の資料(写 真資料を除 く。)の 作成,収 集,整 理,保 管,公

表,閲 覧及び調査研究を行 う。
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3写 真資料研究室においては,第118条 第1号 か ら第4尋 までに掲 げる各部 の所掌

に係 る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧 及び調査 研究 を行 う。

の

●

◎文部省定員細則儂澱 魏 羅 薯 脊難 轟 訓令第2。号)(抄)

文部省 定員規則(昭 和44年 文部省令第12号)第2項 の規定に基づ き,文 部省定員細

則を次の ように定 める。

文 部省定 員細則

1文 部 省に 係る行政機関職員定員令(昭 和44年 政令 第121号)第1条 に規定する定

員(以 下 「定員令第1条 定員」 とい う。)及 び沖縄の復帰に 伴 う 行政 機関の職 員の

定員に関す る法律の適用の特別措置に関す る政 令(昭 和47年 政令 第191号)第1条

に規定す る定員(以 下 「特措法政令定 員」 とい う。)別 の 本省の 各 内部部局,各 国

立学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定 員並 びに文化庁 の各 内部部 局及び各附属

機関別 の定員は,次 の表の とお りとす る。

文 化 庁

区 分

爾1-…
定 員 令 第1条 定 員

146人
各国立文化財研究所を通じての

犀 員とする・

}

2各 国立大学,各 国立 高等専 門学校,各 国立大学共同利用機関,各 国立青年 の家,

各国立博物館,各 国立近代美 術館及び各国立文化財研究所の定員は,国 立学校及び

本省の附属機関にあっては文 部大臣,文 化庁の附属機関にあ っては文化庁長官 が,

それぞれ,前 項に規定 する当該国立学校又は附属機関別の定員の範囲内において,

別に定 める。

附 則

1こ の訓令 は,昭 和52年5月2日 か ら施行 し,改 正後の文 部省定 員細則第1項 の規

定 並びに次項 及び附則第3項 の規定は,昭 和52年4月1日 か ら適用す る。
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関係 法規

◎国立博物鱒 の難 響9
いて(昭 和44年5月26日 文化庁長官裁定昭和52年5月2日 改正)(抄)

文部省定員細則(昭 和44年文部省訓令第12号)第2項 の規定に基づき,各国立博物

館,各 国近代美術館および各国立文化財研究所の機関別の定員を次のとおり定める。

機

東 京 国 立 文 化 財 研

附 則

この規定は,昭 和52年4月18日 か ら適用す る。

関 定 員

究 所47人

◎教育公務賄 例法施行令 鷹驚1儲 品年要舖 畠号第74、})(抄)

(教育公務員以外の者)

(略)

第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年 法律 第146号)第14条 〔国立の学校等〕及び

第36条 第1項 〔附属機関〕に掲げ る機 関(日 本芸術院 を除 く。)並びに国立学校設

置法(昭 和24年 法律第150dの 第3章 の3〔 国立大学共同利用機関〕に規定す る機

関の長及びその職員の うち もっぱ ら研究又は教育に従事す る者並びに国立養護教諭

養成所設置法(昭 和40年 法律第16号)に よる国立養護教諭養成所の所長,教 授,助

教授及び助手については,法 第4条 〔採 用及び昇任の方法〕,第7条 〔休職の期間〕,

第11条 〔服務〕,第12条 〔勤務成績の評 定〕,第19条 〔研修〕,第20条 〔研修の機会〕

及び第21条 〔兼職及び他の事業等の従事〕 中国立大学の学長及び教員に関す る部分

の規定を準用す る。 この場合において,こ れ らの規定中 「大学管理機関」 とあるの

は次 の各号 の区別に従 って読み替え,こ れ らの機関 の長及びその職員をそれぞれ学

長及び教員に準ず る者 として これ らの規定 を準用す るもの とす る。

一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選 考〕 につ いては
,国 立学校設置法第3章 の3

に規定す る機関 の長及びその職員にあた っては 「文部省令で定め るところに より任

命権者」,そ の他 の機関の長及びその職 員にあっては 「任命権者」

二 法 第4条 第2項 〔採用及び昇任の選考の基準〕 第7条,第11条 及 び第12条 につ

いては,「 任命権者」
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附則(昭 和50年4月17日 政令74号 改正)

この政 令は,公 布の 日か ら施行す る。

◎

■

◎ 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 部室 長会 議 運 営規 則(昭 和45年1月23日 所長裁定)

第1条 東京国立 文化財研究所部 室長会議(以 下 「部室長会議」 とい う。)の 運営に

ついては,こ の規則 の定め るところに よる。

第2条 部室長会議は,本 研究所の重要事項について協議 し,各 部課相互 の連 絡をは

か ることを 目的 とす る。

第3条 部室長会議は,次 の各号に掲げ る職員を もって組 織す る。

一 所 長

二 各部長

三 各室長

四 課 長

第4条 部室 長会議は所 長が 招集 し,そ の議長 とな る。

2所 長に事 故あ るときは,会 議 出席者の中か ら互選に よ り議長 を定 める。

3所 長は必 要 と認める職員 を会議に出席 させ ることがで きる。

第5条 部室 長会議は原則 と して毎 月1回 開催す る。ただ し緊急 を要す る場合は,随

時 開催す ることがで きる。

第6条 部室長会議に関す る事務は,庶 務課が これ にあたる。

第7条 この規則に定め るものの他,会 議の運営に関 して必要な事項は,別 に定め る。

附 則

この規則は,昭 和45年1月23日 か ら施行す る。
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◎棘 国立文化財研究所受託研究取扱規程(昭 和46年3月15日 所長裁定昭和47年10月2日 改正)

(趣 旨)

第1条 この規程 は,東 京国立 文化財 研究所(以 下 「研究所」 とい う。)におけ る受

託研究(外 部 か らの委託を受けて公務 として行 う研究 で,こ れに要す る経費 を委託

者が負担す るものをい う。)の取 扱いに関 し必要 な事項を定め るものとす る。

2受 託研究は,研 究所の文 化財 に関する調査研究上有意義であ り,か つ本来の調査
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関 係 法 規

研究に支障がな く,当 該年度の予算額の範囲内において行 うもの とす る。

(受託の条件)

第2条 受託研究 の受入れ条件は,次 の各号に掲げ るとお りとす る。

(1}受 託研 究は,受 託者が一方的に中止す ることはで きない こと。

② 受託研 究の結果,工 業所有権等 の権利が生 じた場合には,当 該権利を無償で使

用 させ,ま たは譲与する ことはできない こと。

(3)受 託研究に要す る経 費に より取 得 した設 備等は,返 還 しない こと。

(4)や むを得ない事由に よ り受託研究を中止 し,ま たはその期間 を延長す る場合に

おいても,研 究所は,そ の責を負わず,ま た,原 則と して受託研究 に要す る経 費

を受 託者 に返還 しない こと。ただ し,特 に必要がある と認めた場合は,不 用とな

った経費 の額 の範囲内において,そ の全部 または 一部 を 返還す る ことが あるこ

と。

(5)委 託者 は,受 託研究に要す る経費を,当 該研究の開始前に納付す ること。

2所 長は,前 項 に定 める もののほか,必 要 と認め る条件を別に定め ることがで きる。

3委 託者が国の機関,政 府 関係機関 または,地 方公共団体であ る場合は,第1項 第

3号 お よび第5号 の条 件は,こ れ を付 さない ことが できる。

4委 託者は,必 要があ る場 合は,所 長の承認 を得て,そ の委託にかか る研究を協力

して行 うこ とが できる。

(決定 の方法)

第3条 所長 は,当 該研究 を担当す る職員,当 該職員の所 属す る室 および 部の長の意

見を徴 した うえ受託研究 の受入れを決定す る。

(受託の申込 等)

第4条 受託研究 の申込み を しよ うとす る者は,別 紙様式に よる受託研 究申込 書を所

長に提出 しなければ な らない。

2所 長は,受 託研究の受入れを決定 した ときは,そ の 旨委託者お よび研究所 契約担

当職員に通知す るもの とす る。

3前 項 の通知に基づ き契約担当職員は,契 約を締結 した 旨を,所 長に通知す るもの

とす る。

(研究の中止等)
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第5条 受託研究を担当す る職員は,当 該研究を中止 し,ま たは,そ の期 間を延長す

る必要があ ると認めた ときは,た だちに所属の室 お よび 部の長を 経て 所 長に報告

し,そ の指示を受け るもの とす る。

2所 長は,受 託研究 の遂行上やむを得 ない理 由があ ると認めた ときは,こ れを中止

し,ま たは,そ の期間 を延 長す るこ とを決定 し,そ の旨委託者 お よび契約担当職員

に通知す るものとす る。

(研究結果の報告等)

第6条 受託 研究を担当する職員は,当 骸研究が完 了 した ときは,そ の結果 を所 属の

室 お よび部 の長を経て所長 に報 告するものとす る。

2委 託者に対す る受託研究の結果 の報告は,当 該研究を担 当 した職員が前項の報告

後行 うもの とす る。

3受 託研究の成果 を公表す るときは,所 長の承認を得て当該研究を担当 した職員が

行 うもの とす る。

附 則

この規程は,昭 和46年4月1日 か ら施行 する。

附 則(昭 和47年10月2日 改正)

この規定は,昭 和47年10月2日 か ら施行 す る。

㍗
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関 係 法 規

〔別紙様式〕

受 託 研 究 申 込 書

昭和 年 月 日

東京 国立文化財研究所長 殿

住 所

氏 名(名 称 ・代表者)印

東 京国立文化財研究所受託研究取扱規程第4条 第1項 の規定に より,下 記の とお り

受託 研究の申 し込み を します。

記

1.研 究題 目

2.研 究 目的 および 内容

3.研 究に要す る経費

4.研 究用 資材,器 具等の提供

5.そ の他
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黒 田子 爵 記 念 室 観 覧 規 程(昭 和12年11月29日 制定)

第1条 本研 究所 の黒田子爵記念室(以 下単に 「記 念 室」 とい う。)は,こ の規程に

よって一般 に公 開す る。

第2条 観覧は無料 とす る。

第3条 観覧者は,備 付けの帳簿に現住所,氏 名を記載 し,掛 員の指示 を受 ける もの

とす る。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希望す る者は,予 め書面に より届出で許可を受

けなければな らない。

第5条 観覧者は,記 念室内において左の事項 を行 ってはな らない。

1陳 列品に手を触れ ること。

2イ ン ク ・墨汁等 を使 用す ること。

3飲 食及び喫煙 をなす こと。

第6条 観覧者が この規程 に違反 し,又 記念室 公開 の趣 旨に反す る行為 があると認め

る ときは,退 場 を命ず る ことがあ る。

第7条 観覧の 日時は毎週 木曜 日午 後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧を停止 する 日は

左の通 りとす る。

祝 日

開所記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研 究所 にお いて 必要があ るときは,前 条の 日時を 随時変更す る ことがあ

る。た だ し,こ の場 合は 予め掲示す る。
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